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平成31年３月森町議会定例会会議録

１ 招 集 日 時 平成３１年３月５日（火） 午前９時３０分

２ 招 集 場 所 森町議会議事堂

３ 開会・開議 平成３１年３月５日（火） 午前９時３０分

４ 応 招 議 員

１番議員 岡 戸 章 夫 ２番議員 加 藤 久 幸

３番議員 中 根 信 一 郎 ４番議員 岡 野 豊

６番議員 小 澤 哲 夫 ７番議員 筋 惠 治

８番議員 中 根 幸 男 ９番議員 鈴 木 托 治

10番議員 西 田 彰 11番議員 亀 澤 進

12番議員 山 本 俊 康

５ 不応招議員 なし

６ 出 席 議 員 応招議員に同じ

７ 欠 席 議 員 なし

８ 地方自治法第121条の規定に基づき議場に出席した者の職氏名

町 長 太 田 康 雄 副 町 長 村 松 弘

教 育 長 比 奈 地 敏 彦 総 務 課 長 村 松 利 郎

防 災 監 富 田 正 治 企画財政課長 佐 藤 嘉 彦

税 務 課 長 小 島 行 雄 住民生活課長 幸 田 秀 一
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保健福祉課長 村 松 成 弘 産 業 課 長 長 野 了

建 設 課 長 中 村 安 宏 定住推進課長 村 松 達 雄

上下水道課長 高 木 純 一 学校教育課長 西 谷 ひ ろ み

社会教育課長 鈴 木 富 士 男 病院事務局長 高 田 志 郎

会 計 管 理 者 山 下 浩 子

９ 職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名

議会事務局長 花 嶋 亘 議 会 書 記 高 木 孝 真

10 会議に付した事件

議案第 ４号 森町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正す

る条例について

議案第 ５号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例に

ついて

議案第 ６号 森町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例について

議案第 ７号 森町水道事業に係る布設工事監督者及び水道技術管理者に

関する条例の一部を改正する条例について

議案第 ８号 平成３０年度森町一般会計補正予算（第８号）

議案第 ９号 平成３０年度森町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

議案第１０号 平成３０年度森町介護保険特別会計補正予算（第２号）

議案第１１号 平成３０年度森町公共下水道事業特別会計補正予算（第４

号）

議案第１２号 平成３０年度森町病院事業会計補正予算（第２号）

議案第１３号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について

議案第１４号 静岡地方税滞納整理機構規約の変更について

議案第１５号 森町道路線の認定について

議案第１６号 森町道路線の廃止について

議案第１７号 平成３１年度森町一般会計予算
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議案第１８号 平成３１年度森町国民健康保険特別会計予算

議案第１９号 平成３１年度森町後期高齢者医療特別会計予算

議案第２０号 平成３１年度森町介護保険特別会計予算

議案第２１号 平成３１年度森町公共下水道事業特別会計予算

議案第２２号 平成３１年度森町大久保簡易水道事業特別会計予算

議案第２３号 平成３１年度森町三倉簡易水道事業特別会計予算

議案第２４号 平成３１年度森町大河内簡易水道事業特別会計予算

議案第２５号 平成３１年度森町水道事業会計予算

議案第２６号 平成３１年度森町病院事業会計予算

議案第２７号 建設工事請負契約の締結について

議案第２８号 建設工事請負契約の締結について

請願第 １号 森町北部地域の学校再編の見直しを求める請願

請願第 ２号 森町立三倉小学校の統廃合に関する請願

＜議事の経過＞

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）出席議員が定足数に達しておりますので、

これから本日の会議を開きます。

日程第１、議案第４号「森町職員の勤務時間、休暇等に関する条

例の一部を改正する条例について」を議題といたします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

８番、中根幸男君。

８番議員 （ 中 根 幸 男 君 ）８番、中根幸男でございます。今回の条例

改正は、働き方改革に基づく民間労働時間法制の改正に伴いまして、

国の人事院規則の改正に準じて、超過勤務命令を行うことができる

上限を規則で定めるものと理解しております。提案説明では、時間

外勤務命令を行うことができる上限を、原則１か月45時間、かつ、

１年360時間と定め、他律的な業務の比重が高い部署に勤務する職

に対しては、１か月100時間、かつ、年間720時間と定め、さらに大

規模な災害への対応等についてはこの上限を超えることができると

されております。この中で、３段階になってるわけですけども、他
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律的なこの中間の、他律的な業務の比重が高い部署に勤務する職員

とは、具体的にどのような職を指すのか、この点について伺いたい

と思います。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）総務課長。

総務課長 （ 村 松 利 郎 君 ）総務課長です。ただいまの中根幸男議員の

ご質問にお答えします。他律的な業務とは、ということですが、国

では他律的業務の比重が高い部署としては、業務の量、業務を処理

すべき時期、その他の業務の遂行に関する事項を自律的に管理する

ことが困難な業務の比重が高い部署としておりまして、国会関係、

それから国際関係、法令協議、予算折衝等に従事するなど、業務の

量や時期が各府省の枠を超えて他律的に決まるものが該当するとし

ております。これを森町に当てはめてみますと、業務として考えら

れるものは、例えば例規の関係、それから予算の査定、それから選

挙事務等が該当するものと考えられます。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）他に質疑はありませんか。

（ 発言する者なし ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）「質疑なし」と認めます。

日程第２、議案第５号「一般職の職員の給与に関する条例の一部

を改正する条例について」を議題といたします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

８番、中根幸男君。

８番議員 （ 中 根 幸 男 君 ）８番、中根幸男でございます。今回の改正

は、管理栄養士を新規採用することに伴い、基準となる等級別基準

職務表等を改正するものでありますけれども、この管理栄養士を置

かなければならない背景と、どの部署に配属をされるのか、その点

について伺います。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）総務課長。

総務課長 （ 村 松 利 郎 君 ）総務課長です。ただいまの中根幸男議員の

ご質問にお答えします。管理栄養士を採用する背景ということでご

ざいますが、現在特定健康診査実施後の特定保健指導を実施してお
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りますが、この指導に従事できるものは管理栄養士と規定されてい

るためでございます。今現在は臨時雇いの管理栄養士がこれを行っ

ていまして、これを常時勤務する者に代え、そういった栄養指導を

していきたいと考えております。ですので配属先としては保健福祉

課勤務を考えております。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）８番、中根幸男君。

８番議員 （ 中 根 幸 男 君 ）そうしますと確認ですけれども、従来は非

常勤の臨時職員ということでしたが、この条例改正によって、常勤

の職員、正規の職員として採用していくと、そういう解釈でよろし

いかどうか。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）総務課長。

総務課長 （ 村 松 利 郎 君 ）今までの臨時職員に代えて、正規の職員で

対応するという考えでおります。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）他に質疑はありませんか。

（ 発言する者なし ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）「質疑なし」と認めます。

日程第３、議案第６号「森町放課後児童健全育成事業の設備及び

運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について」を

議題といたします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

１番、岡戸章夫君。

１番議員 （ 岡 戸 章 夫 君 ）今回のこの条例の改正ですけれども、大き

くは国、厚労省の改正に伴い、森町でも改正するということだと思

いますけれども、全体的なこの条例の改正の趣旨を今一度お願いし

たいのと、それとあとこの10条の第５号のところで追加されてるわ

けですけれども、後半部分の「当該学科又は当該課程を修めて同法

の規定による専門職大学の前期課程を修了した者を含む。」という

ことが加えられておりますけれども、ここのところを、厚労省の改

正の内容には加えられていなくて、森町として、もう少し言います

といろんな周辺の自治体の改正内容を見ますと、この５号のところ
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が加えられてある自治体もあったり、加えられてない自治体もあっ

たりするので、森町としてここを加えたというところの意味合いも

教えていただきたいなと思います。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）保健福祉課長。

保健福祉 （ 村 松 成 弘 君 ）保健福祉課長です。ただいまの岡戸議員の

課 長 質問にお答えをいたしたいと思います。今回のこの条例改正でござ

いますけども、放課後児童クラブに関わる、放課後児童支援員の資

格に関する改正でございます。国においては現在、放課後児童クラ

ブの需要が非常に高いものでして、それに従事する職員というもの

が不足しているというようなことでございまして、そういったとこ

ろの指導員の養成に関して需要に応えるというところでの法改正で

あろうかと思われております。森町の放課後児童クラブにつきまし

ては、希望者に応じた支援態勢をしているということで、指導員に

対しては不足をしているということはないのが現状でございます。

そういったところで、放課後児童クラブの指導員の定員を増やすと

いうか、そういう従事する方を増やすというようなところでの法改

正でございます。第５号の専門職大学の課程というところでござい

ますけども、これにつきましては平成31年４月１日から、学校教育

法の改正によりまして、専門職業人の養成を目的とする専門職大学

の制度が創設されるということでございますので、その専門職大学

を、前期課程を修了しますと、短期大学を卒業した有資格者と同等

の扱いになるということでございますので、それに沿った改正をす

るものでございます。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）他に質疑はありませんか。

（ 発言する者なし ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）「質疑なし」と認めます。

日程第４、議案第７号「森町水道事業に係る布設工事監督者及び

水道技術管理者に関する条例の一部を改正する条例について」を議

題といたします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。
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（ 発言する者なし ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）「質疑なし」と認めます。

日程第５、議案第８号「平成30年度森町一般会計補正予算（第８

号）」を議題といたします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

８番、中根幸男君。

８番議員 （ 中 根 幸 男 君 ）３点ほど質問させていただきます。まず最

初に８ページ、第２表繰越明許費補正の関係です。この中で、３款

２項、摩耶保育園園舎新築整備事業費補助事業、これは212,886千

円ですけれども、当初、工事の完成予定は３月末と伺っておりまし

たが、どのような原因で遅れたのか、また完成の目処と開園の時期

について伺います。

次に７・８ページ、16款２項１目、不動産売払収入2,041千円に

ついては、栄町地内また宮代西地内の赤線の売払収入ということで

ありますが、面積及び単価について伺いたいと思います。

それからもう１点15・16ページ、６款１項３目、農業振興費、被

災農業者向け経営体育成支援事業費補助金34,959千円となっており

ます。これにつきましては、台風24号による被災した農業者に対し、

緊急的に農業用施設の復旧に係る支援事業とのことですけれども、

もう少し具体的な内容について伺いたいと思います。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）保健福祉課長。

保健福祉 （ 村 松 成 弘 君 ）保健福祉課長です。ただいまの中根幸男議

課 長 員のご質問にお答えをしたいと思います。８ページの繰越明許費の

摩耶保育園園舎新築整備事業費補助事業の関係につきましては、遅

れた理由といたしましては、園舎新築整備にかかりまして地盤改良

工事の施工について、当初計画通り施工をしておりましたけども、

試験をしたところ、杭の硬化不良により、当初計画していた強度が

出ませんでしたので、強度不足解消のための調査、それから施工方

法の検討、それから計画変更及び杭打ちの再施工ということで、そ

ういうことを行う必要が生じたために、整備事業全体の工事進捗に
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影響が出てしまいましたので、工期の見直しをした結果、当初より

も約２か月の期間延長が必要となるため、繰越を行うことといたし

ました。それから完成の目処につきましては平成31年、今年の４月

の中旬頃の完成の予定としております。それから開園でございます

けども、４月の下旬に開園予定となっております。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）総務課長。

総務課長 （ 村 松 利 郎 君 ）総務課長です。予算説明書の８ページ、16

款２項１目、不動産売払収入についてのご質問です。この土地売払

代等2,041千円でございますが、４件ありまして、それぞれ法定公

共物の払下げ基準に基づいた単価を設定しております。単価と面積

ということでございますが、栄町中、摩耶保育園に売り払いしたも

のが、単価が18,728円。これは平米あたりです。それから面積です

が78.27平米でございます。あと宮代西で払い下げした元の道路敷

がありまして、それが１平米あたり2,998円、売払面積が111.27平

米です。あと向天方下に２件ございまして、一つが１平米あたりの

単価が8,121円、売払面積が25平米です。もう１件、１平米あたり

同じく8,121円、売払面積が4.63平米でございます。それぞれ法定

公共物の払下げ基準という基準に基づき単価が設定しておりますの

で、近傍類似の宅地であるとか、近傍類似の畑であるとか、そうい

った単価を採用しております。以上でございます。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）産業課長。

産業課長 （ 長 野 了 君 ）産業課長です。中根議員のご質問にお答え

いたします。説明書15・16ページ、６款農林水産業費、１項農業費、

３目農業振興費のうちの被災農業者向け経営体育成支援事業費補助

金について詳しい説明をということでございます。提案理由にござ

いましたように、台風24号の被災農業者に対し、緊急的に復旧や撤

去、補強に関する支援を行うことを目的とした国の制度に基づいた

補助事業でございます。補助対象者といたしましては31名で、対象

物件としては42件でございます。42件のうち修繕や再建等を行う物

件が38件、撤去が３件、補強が１件でございます。施設等につきま
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しては、パイプハウス、鉄骨ハウス、ガラス温室、農機具格納倉庫、

畜舎等でございます。補助の補助率についてでございますけれども、

国の補助率につきましては、対象事業費の30パーセント以内となっ

ております。なお、農業共済の園芸施設共済に加入の場合はそこか

ら共済金が出るわけでございますけれども、その共済金の国費相当

分を合わせて、農業共済に入った場合は、国の補助率が50パーセン

ト以内ということに、国については二通りになっております。県・

町につきましては、ここは協調補助になっておりまして、修繕や再

建につきましては、それぞれ県・町で20パーセント以内。撤去につ

いては35パーセント以内といった補助率になっております。歳出に

あげました34,959千円、これが国県を合わせた町から出す総額の補

助金になりますけども、そのうちの国の補助分が14,775千円、県の

補助分が10,092千円、町の負担が、県と同じ10,092千円ということ

になります。歳入において、歳入の説明書の５・６ページに県支出

金、農林水産業費県補助金、24,867千円を計上させていただいてお

りますけども、この中に国と県、先ほど申し上げました国の分を合

わせた、県が国から補助を頂いてそれを合わせて県支出金で出すと

いうことになりますので、先ほど申し上げました14,775千円と10,0

92千円を合わせた、24,867千円が歳入で計上させていただいている

といったことになります。以上でございます。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）８番、中根幸男君。

８番議員 （ 中 根 幸 男 君 ）１点だけ、ただいま説明をいただきました

６款１項３目の関係ですけれども、被災農業者向け経営体育成支援

事業補助金ということで、こういう制度を使って復旧なり補強なり

をしていただいたということでありがたく思っておりますが、この

補助対象から漏れた人、そういう人に対して何か町の方で考えてい

ることがあるのかどうか、その点について参考までに伺いたいと思

います。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）産業課長。

産業課長 （ 長 野 了 君 ）産業課長です。中根議員の質問にお答え申
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し上げます。まず、補助対象者の要件につきまして説明させていた

だきます。６点ございまして、まず一つ目が台風24号により農業用

施設・機械が被災した農業者。二つ目が施設等の被害状況がわかる

写真や、対象となる取組に係る発注書・納品書・請求書などの書類

が提出できること。三つ目、市町村から被災証明を受けていること。

四つ目に、被災施設について自らが所有し、自らが農業経営の用に

供していた施設・機械であること。五つ目に被災施設の復旧等、ま

たは倒壊した施設の撤去を行うことにより、今後も農業経営を継続

しようとする農業者であること。六つ目に事業を活用し再建・修繕

等を行った施設については、今後、共済等の保険加入が必要である、

ということでございます。

それこそ24号が来て、その日その次の日等々、担当または農協の

職員がいろいろと伺って、そこは小さい町のいいところだと思うの

ですけれども、各自写真を撮って、要は普通の補助事業っていうの

は申請をして、それからやるものですけども、今回についてはやは

り応急処置をして、事後でもいいよ、それが証明できればいいよと

いうことで幅広く拾わさせていただいております。当方といたしま

しては、いろんな周知を行い、後はそれこそ農協関係者とかいろん

な形で、災害を負った人について、対象にしているということでご

ざいます。ですので、家庭農園とかそういったものについては、生

業としないものについては対象にならないですけども、多くの人に

対象になるように説明会もしておりますので、いらっしゃらない、

数少ないかなと思いますけれども、結論から申し上げますと、今回

の事業に乗らない方については、特段のそういった支援というのは

考えておりません。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）他に質疑はありませんか。

10番、西田彰君。

10番議員 （ 西 田 彰 君 ）歳出12ページ、企画財政課企画総務費の天

竜浜名湖鉄道の経営助成基金負担金でございますが、森町で2,434

千円ということで、各市町全体ではどのくらいの補正がされている
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のでしょうか。またこの補正の意味、経営的に不足するということ

だと思いますが、その原因というのはどういうものでしょうか。そ

れからその下のふるさと納税推進事業費、今年度全体で、今回は寄

附が多くなったということであると思いますが、今年度の全体とし

ては、いくらの最終的に寄附で、そしてそれにかかる経費というの

はどのくらいなのか、教えてください。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）企画財政課長。

企画財政 （ 佐 藤 嘉 彦 君 ）それでは西田議員のご質問にお答えをいた

課 長 します。始めに天浜線の経営助成基金の負担金についてであります

が、これにつきましては全体事業費では57,500千円という金額にな

っております。理由といたしましては車両の検査費用と、これは法

定検査ということでありますが、これの４台分にかかる国庫補助金

が採択をされなかったということがございます。そして県につきま

しては、協調補助金という制度でありますので、国庫補助が採択さ

れないことで、同時に県の補助金もまた不採択ということになった

ということで、現在の中期経営計画、これは26年度から平成30年度

までの５か年計画ですが、車両検査費用の３分の２については、国

・県の支援があるということを前提に計画を作っている。ところが

その３分の２相当分が不足財源ということになったものですから、

それについてこの経営助成基金の方で負担をするということで、森

町につきましても、12.7パーセントという負担割合がありまして、

そちらの方で計算をして、この金額を追加支援をするというもので

あります。

それからふるさと納税についてですが、これにつきましては当初

7,000万円程度寄付額として予定をしておりましたが、今年の１月

末時点で9,100万超の寄附額をいただいているということで、最終

的には１億程度になるのではないかと見込んでいるところでござい

ます。それに伴うこの経費につきましては、おおよそ６割程度が経

費として支出をされる見込みではないかと考えているところです。

以上です。
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議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）10番、西田彰君。

10番議員 （ 西 田 彰 君 ）この法定検査というのは、何年に一回やら

れるものですか。過去にはそういった検査がやられてきていたと思

うのですけども、補助金が出ていたのですか。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）企画財政課長。

企画財政 （ 佐 藤 嘉 彦 君 ）法定検査につきましては、二種類の法定検

課 長 査がありまして、４年に１回という検査と、８年に１回という検査

と両方がございます。今までも、車両購入して４年目に１回、そし

て８年目にまた違う法定検査ということで、それを順次、ローテで

繰り返してきたという状況でございまして、通常どおり法定検査で

ございますので、法律の規定に沿って、今までも検査をしていると

ころであります。

それで補助金の関係ですが、29年度までは補助金をいただいてい

たということです。もう少し詳しく申し上げますと、27年度までは、

鉄道の安全対策に関係する国交省の補助金というものがございまし

た。それが28年度からカットをされまして、そのカット分と言いま

すかが観光庁の方のインバウンドの補助金の方へ付け増し。カット

をして観光庁の補助金の方へ据え替えられたということで、当時、

28・29年度の２か年にわたっては、そこのインバウンド対策という

ことで、そこへ申請をして補助金をいただいていたところなんです

けども、観光庁の補助金でございますので、本来のインバウンド対

策、そちらの方の要望がだいぶ多くなったということで、車両検査

代の方につきましては、なかなか枠として補助対象としてお認めを

いただかなかったということを国の担当者からは聞いているという

ところでございます。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）10番、西田彰君。

10番議員 （ 西 田 彰 君 ）非常に大きな問題ですよね。安全、人を運

ぶ、安全に関して国も、何もそういったことに補助を出さなくなる

というのは、是非その関係市町、やっぱり安全を第一に考えるとい

う点では、点検っていうのは非常に必要な大事なものなんでね、こ
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の辺、そのまま、はいそうですかと受け入れるようでは困ると思う

んですが、是非関係市町でも話をして、運輸局また国土交通省にも

しっかり対応するようにしてもらわないと、第三セクター、非常に

市町が大きな負担をしながら動かしています。またそれに乗る人た

ちも安全に乗れるという前提で汽車を使いますので、その辺、企画

だけでなくて、町全体としてそういう要望を出していくべきだと思

いますが、いかがでしょう。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）町長。

町 長 （ 太 田 康 雄 君 ）ただいま、企画財政課長から申し上げまし

たとおり、この車両の法定検査の補助金につきましては、過去の経

緯から現在の状況を申し上げたところでございます。この件につき

ましては、当然町といたしましても、国交省での補助の復活という

ことを要望をしております。過日国交省に伺った際にも、その件に

ついて副大臣にお願いをいたしておりますし、こういったものはそ

れぞれ沿線市町、構成市町単独で行うものではなくて、天竜浜名湖

鉄道そして沿線市町が協調して要望活動を行っておりますし、また

併せて、全国にある第三セクターが共同して、一致をして要望活動

を行っておりますので、これからも引き続き行ってまいりたいと思

います。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）他に質疑はありませんか。

７番、 筋惠治君。

７番議員 （ 筋 惠 治 君 ）ページ数11ページ、12ページの２款２項１

目の企画財政課の所管で、今の天竜浜名湖鉄道の車両検査費のこと

でございますが、総額で5,750万、森町分が2,434千円ということで

すが、この分担の根拠といいますか、配分のそういったものはどう

いうふうな算出になっているか教えていただけるとありがたいで

す。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）企画財政課長。

企画財政 （ 佐 藤 嘉 彦 君 ）ただいまの 筋議員のご質問にお答えをい

課 長 たします。総事業費が5,750万ということですが、算式的には、こ
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れに国・県がそれぞれ３分の１ということですので３分の２をかけ

まして、さらに経営助成基金というのは近隣の市町と県とで負担を

するものでございます。県が50、残りの50パーセントを沿線市町と

いうことでございますので、さらに50パーセントをかけ、さらに森

町の割合としては12.7パーセントをかけるということでこの金額に

なっているというところであります。そしてこの12.7パーセントの

算出根拠につきましては、資本割でありますとか、奇数割でありま

すとか、利用者数割でありますとか、それと諸々の算式を用いまし

て、12.7パーセントという数字ということで、今回はこれの相当の

負担ということで計上させていただいたものです。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）他に質疑はありませんか。

（ 発言する者なし ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）「質疑なし」と認めます。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（ 発言する者なし ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）「討論なし」と認めます。

これから議案第８号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（ 起 立 全 員 ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）起立全員です。

したがって、議案第８号「平成30年度森町一般会計補正予算（第

８号）」は、原案のとおり可決されました。

日程第６、議案第９号「平成30年度森町国民健康保険特別会計補

正予算（第２号）」を議題といたします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

（ 発言する者なし ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）「質疑なし」と認めます。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（ 発言する者なし ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）「討論なし」と認めます。
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これから議案第９号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（ 起 立 全 員 ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）起立全員です。

したがって、議案第９号「平成30年度森町国民健康保険特別会計

補正予算（第２号）」は、原案のとおり可決されました。

日程第７、議案第10号「平成30年度森町介護保険特別会計補正予

算（第２号）」を議題といたします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

（ 発言する者なし ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）「質疑なし」と認めます。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（ 発言する者なし ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）「討論なし」と認めます。

これから議案第10号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（ 起 立 全 員 ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）起立全員です。

したがって、議案第10号「平成30年度森町介護保険特別会計補正

予算（第２号）」は、原案のとおり可決されました。

日程第８、議案第11号「平成30年度森町公共下水道事業特別会計

補正予算（第４号）」を議題といたします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

（ 発言する者なし ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）「質疑なし」と認めます。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（ 発言する者なし ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）「討論なし」と認めます。

これから議案第11号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。
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（ 起 立 全 員 ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）起立全員です。

したがって、議案第11号「平成30年度森町公共下水道事業特別会

計補正予算（第４号）」は、原案のとおり可決されました。

日程第９、議案第12号「平成30年度森町病院事業会計補正予算（第

２号）」を議題といたします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

（ 発言する者なし ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）「質疑なし」と認めます。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（ 発言する者なし ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）「討論なし」と認めます。

これから議案第12号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（ 起 立 全 員 ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）起立全員です。

したがって、議案第12号「平成30年度森町病院事業会計補正予算

（第２号）」は、原案のとおり可決されました。

日程第10、議案第13号「辺地に係る公共的施設の総合整備計画策

定について」を議題といたします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

８番、中根幸男君。

８番議員 （ 中 根 幸 男 君 ）１点だけ確認をさせていただきたいと思い

ます。説明資料の計画平面図、地図の関係で確認をさせていただき

たいと思いますが、ここに、ちょうど中間地点ですけれども、2018

年度末完成予定とあります。この区間だけ延長が記入されておりま

せんけれども、分かりましたら教えていただきたいということと、

最終的には舗装まで仕上げていくのかどうか、舗装仕上げという考

えでいいかどうか、その点も含めてお願いします。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）企画財政課長。
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企画財政 （ 佐 藤 嘉 彦 君 ）ただいまの中根議員のご質問にお答えいた

課 長 します。平成28年度末完了予定の延長ですが、480メートルという

ことでございます。それから舗装につきましては舗装も含むという

ことで計画をしているということでございます。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）他に質疑はありませんか。

（ 発言する者なし ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）「質疑なし」と認めます。

日程第11、議案第14号「静岡地方税滞納整理機構規約の変更につ

いて」を議題といたします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

（ 発言する者なし ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）「質疑なし」と認めます。

日程第12、議案第15号「森町道路線の認定について」及び日程第

13、議案第16号「森町道路線の廃止について」議案２件を一括議題

といたします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

（ 発言する者なし ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）「質疑なし」と認めます。

日程第14、議案第17号「平成31年度森町一般会計予算」を議題と

いたします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

８番、中根幸男君。

８番議員 （ 中 根 幸 男 君 ）８番、中根幸男でございます。二三、質問

をさせていただきます。まず最初に歳入の12・13ページ、９款１項

１目、環境性能割交付金ですが、これにつきましては平成31年10月

より、消費税10パーセントへの増税に伴って自動車取得税が廃止さ

れ、代わって環境性能割が導入されるということでありますが、こ

こでは交付金の配分基準について、企画財政課長にお伺いをしたい

と思います。

それから次に46・47ページ、２款１項１目、一般管理費0003人事
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管理費です。この中で会計年度任用職員制度移行例規支援委託料1,

458千円ということで、これは新しい項目かと思います。そのどの

ような内容なのか伺いたいと思います。

それから次に100・101ページ、３款２項１目、児童福祉総務費00

01委託料、子ども・子育て支援事業計画策定業務委託料5,580千円

です。これも大変重要な政策の一つかなと思いますが、その内容に

ついてもう少し具体的に伺いたいと思います。

次に162・163ページ、９款１項５目、災害対策費0001中段の災害

対策費、災害対策費用保険料696千円です。年々、これは梅雨前線

による豪雨、あるいは台風の上陸等で、災害が多くなっていまして、

昨年も避難所を二度開設したということで、保険の加入も大切なこ

とかと思います。どのような保険なのか、掛け金とか保障の内容等

について伺いたいと思います。もう一点その下の、自主防災組織資

機材整備費補助金、上限が500千円の予算ですけれども、上限20万

円の補助制度が創設されたということでありますが、制度の内容に

ついて伺いたいと思います。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）企画財政課長。

企画財政 （ 佐 藤 嘉 彦 君 ）それでは中根議員の一番最初のご質問にお

課 長 答えをいたします。資料12・13ページ。歳入の９款２項１目、環境

性能割交付金の配分基準についてというご質問です。これにつきま

しては、自動車取得税を廃止をし、新たに自動車税それから軽自動

車税に創設された環境性能割ということで、そのうちいわゆる白ナ

ンバー緑ナンバー登録者に係る取得時の税の収入額から５パーセン

トの事務費を差し引いた額の47パーセントが市町村に交付をされる

というものでございます。残りの53パーセントにつきましては県分

ということでございまして、そして市町村に交付される47パーセン

トの配分基準といたしましては、他の自動車重量譲与税と同じよう

に市町村道の道路延長割で２分の１、そして面積で２分の１という

ことで、これを基準を基に、交付金として、歳入があるということ

でございます。企画財政課は以上です。
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議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）総務課長。

総務課長 （ 村 松 利 郎 君 ）総務課長です。中根幸男議員の２番目の質

問、２款１項１目、一般管理費、47ページの下の方でございます。

0003人事管理費のうち、会計年度任用職員制度移行例規支援委託料

でございます。この委託料の内容は、ということでございますけど

も、平成32年４月１日から会計年度任用職員制度が始まるわけでご

ざいますが、その制度への移行に向けた、例規整備支援等でござい

ます。具体的には、会計年度任用職員制度への移行に伴い、現況把

握と移行方針の検討の支援、それから改正後の地方公務員法及び地

方自治法の規定に基づいた、新たに法律上制定が必要と考えられる

条例及び規則の検討用の原案の作成、それから会計年度任用職員制

度への移行に伴い、森町の例規において、先ほど申し上げました例

規の制定以外の改正を検討すべきと思われる箇所の調査検討を行

い、その改正原案を提供していただきます。なお、改正とか新規整

頓が必要な例規の本数ですが、大体20本から25本という見積もりで

おります。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）保健福祉課長。

保健福祉 （ 村 松 成 弘 君 ）保健福祉課長です。中根幸男議員の３問目

課 長 の質問にお答えをします。101ページの３款２項１目0001児童福祉

総務経費の委託料、子ども・子育て支援事業計画策定業務委託料の

内容につきまして説明をさせていただきます。子ども・子育て支援

事業計画につきましては、子ども・子育て支援法第61条に、市町村

は５年を一期とする子ども子育て支援事業計画を定めるものとす

る、と規定されております。現在の第一期の計画期間でございます

けども、平成31年度で終了することから、平成32年度から平成36年

度までを計画期間とする第二期の子ども・子育て支援事業計画を平

成31年度に策定するものでございます。計画に盛り込む内容につき

ましても、保育施設の必要定員や、子育て施策の取組み等、法律に

よって定められております。また策定にあたりましては、保護者の

意向等を勘案して作成することになっておりますので、小学生以下
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の保護者を対象にアンケート調査を実施して、アンケート調査結果

及び第一期の事業計画の内容等を踏まえまして、第二期の事業計画

を策定をすることとしております。今回計上させていただきました

予算には、アンケート調査業務、それから計画策定支援業務を委託

する内容となっております。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）防災監。

防 災 監 （ 富 田 正 治 君 ）防災監です。163ページ、災害対策費用保

険料についてですが、まず概要としましては、自然災害または災害

発生の恐れに対して、住民の生命を守るため、避難指示、避難勧告

または避難準備・高齢者避難開始を発令した場合に保険金が支払わ

れることになります。ただし災害救助法の適用を受けた場合は、災

害救助法で適用していただきますので、この保険からは除かれるこ

とになっております。支給の要件としましては、先ほど申しました

ように避難勧告等を発令したことが要件となります。ただし武力攻

撃ですとか原子力災害、こちらの方で出した場合については支給の

要件からは外れることになっています。保険料につきましては、今

回予算に計上した保険につきましては、一回の災害で100万円まで、

１年間の支払い限度額が500万円という保証のコースでございます

ので、基本額51万円に、住民の数に10円を乗じた数を加算した額が

保険掛け金になりますので、昨年４月１日現在の人口18,507人で計

算しますと695,070円になるということで計算させてもらっており

ます。保険の給付の種類としましては、避難勧告の発令から７日間

以内にかかる避難所の設置、炊き出し、飲料水等の経費、また発令

から10日以内の生活必需品、発令から14日以内の医療費、15日以内

の学用品及び救助の実施が認められる期間の、応急救助時に給付の

対象となっております。職員の時間外手当や、消防団員の出動手当

についても、応急救助費として保険給付の対象になることになって

おります。給付の想定としましては、昨年の台風12号、夏の、７月

の避難準備・高齢者避難開始の場合を参考に計算しますと、時間外

手当及び管理職特別手当の合算額で約60万円の支出となっておりま
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すので、その50パーセント、30万円が給付されることになっており

ます。その時は避難準備・高齢者避難開始ということで、若干低い

発令でしたので、それが避難勧告や避難指示を出した場合には、10

0パーセントの給付ということになっています。以上が災害対策費

の概要ということになります。

続きまして、自主防組織の資機材整備費の補助金でございますが、

こちらの概要としましては、防災資機材の整備を進める自主防組織

に対して、資機材の整備にかかった費用の３分の２を補助すること

により、自主防組織または町内会の防災活動の活性化を図り、防災

意識の高揚を図るとともに、共助に対する熟度を上げることを目的

として、補助金を支給していきたいと考えております。対象の資機

材につきましては、発電機や濾水機などの防災資機材としますが、

補助金の交付要綱の中で該当する資機材を示すことで、町で示した

資機材に対して購入の補助の対象とするように考えております。補

助率につきましては、要綱で示す資機材の購入に対して、購入費の

３分の２を基本として、100世帯未満の組織に対しては購入費用の

３分の２が、73千円を超える場合は73千円を上限とします。100世

帯を超える場合には1世帯当たり730円を加算した額を補助額とする

ことで考えております。その額が20万円を超える場合には20万円を

上限とするということで考えております。交付手続きにつきまして

は、交付の申請書を町内会からいただき、交付決定の後、補助金の

交付ということで考えております。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）８番、中根幸男君。

８番議員 （ 中 根 幸 男 君 ）１点だけ再質問をさせていただきたいと思

います。46・47ページの関係ですけども、会計年度任用職員制度、

ちょっと私も初めて聞いたような記憶なんですけども、会計年度と

いいますと、当然４月１日から始まり３月31日に終わりまして、出

納整理期間がですね、４月１日から５月末まで２か月あるわけです

けども、会計年度任用職員制度そのものは、どういうものなのか、

もう少しちょっと分かりやすく簡潔に、何か説明をいただきたいと
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思います。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）総務課長。

総務課長 （ 村 松 利 郎 君 ）総務課長です。中根幸男議員の再質問にお

答えいたします。会計年度任用職員制度というものがどういうもの

かということですけども、今まで臨時職員、それから嘱託職員、い

ろいろおりますけども、これが各市町いろいろな取り扱いをしてお

ります。そして給料の面とか、いろいろな待遇の面がありまして、

そういったものをはっきりと表して正確に任用していく。会計年度

ということですので、その年度ごとに募集をして採用します。採用

の仕方ですけども、募集を一般にして、一般の職員を採用するとき

も同じように試験があるかどうかわかりませんけども、書類審査で

あるとか面接をした上で採用しまして、その待遇については、フル

タイムの会計年度職員というものと、パートタイムの会計年度職員

というものに、会計年度職員は２パターンあります。フルタイムの

会計年度職員は、一般の職員と同じように、ボーナスも今までと違

う算定の仕方で支給されますし、退職金の共済にも入るような形に

なります。パートタイム職員についても、今までのボーナスの期末

手当よりも多く2.6か月分、フルタイムの人もそうですけども、2.6

か月分支払うような形になります。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）８番、中根幸男君。

８番議員 （ 中 根 幸 男 君 ）確認ですけども、そうしますと会計年度単

位に任用ということですので、これは正規職員でなくて、臨時とか

嘱託職員というような解釈でよろしいかどうか。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）総務課長。

総務課長 （ 村 松 利 郎 君 ）会計年度職員は、正規の職員ではなくて、

会計年度ごとに雇う職員ということになりますので、今までの臨時

とか嘱託の職員が、その会計年度職員に変わっていくというような

イメージでよろしいかと思います。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）ここでしばらく休憩をいたします。

（ 午前１０時４１分 ～ 午前１０時５０分 休憩 ）
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議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）休憩前に引き続き会議を開きます。

２番、加藤久幸君。

２番議員 （ 加 藤 久 幸 君 ）説明書の55ページの自動車管理費の庁用車

リース料1,120千円ということですが、車両が大変古くなったと20

万キロも運行しているというお話がありました。安全が確保できな

いということで、非常に高額な金額だと思いますが、以前私質問し

た時に公用車はリースだと高額になるので買い取りにしているとい

うようなご説明を受けたことがございます。そんな中でリースに至

った経緯、それからリース期間何年なのか、それからリースの中に

含まれる内容、フルメンテナンスなのかどういった内容なのか、そ

れからリース会社はどこか、見積もりは何社から取ったのか等々、

その辺の経緯も含めてお聞きしたいと思います。あとこの新車で購

入した場合にこの車両は新車代金がいくらなのか、車種名あるいは

色等も教えていただければと思います。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）総務課長。

総務課長 （ 村 松 利 郎 君 ）総務課長です。加藤議員のご質問にお答え

します。説明書55ページ、庁用車リース料とありますが、色々な質

問項目がありますが、まずリースにすると、メリットとして支払額

が一定のため、予算額が平準化できる。それから車検切れの心配が

なくなる。それから突発的な支出で例えばタイヤ交換等にも対応で

きるということ。それから最終的に車を返し、再リースするか購入

するか選ぶことができるということです。もし車が生産終了となっ

た場合、時代の変化、例えば電気自動車の台頭とかがあった場合に、

対応した別の車にすることができるといった利点がございますの

で、そういったことを踏まえて、今回庁用車をリースすることにい

たしました。

リースの今考えている内容でございますが、60か月です。ですの

で５年ということになります。ちょっと順不同ですが、車種として

今考えているのが、トヨタのアルファードハイブリッドでございま

す。トヨタアルファードハイブリッドを想定して予算を組んでおり
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ますが、その色は、今のところ予算上は黒ということで想定してお

ります。それからリース会社ですが、見積もりは１社から取ってお

りますが、静銀リース株式会社ということで、ここに決めてあるわ

けではありませんで、予算が通りましたら、新年度になりまして、

こういうリースする会社が何社かあると思いますので、そういった

ところからいろんな見積もりをもらって、見積もり合わせするなり

入札するなりして決めていきたいと考えております。

もし、そのアルファードを新車で購入した場合ですと、661万円

余の金額になるかと思います。これについては車両本体価格にメー

カーオプション、販売店オプション等を入れまして、それだけの金

額になるということです。

ちょっと戻りますが、リースの内容ですが、法定点検とか車検が

入っておりまして、それから消耗品の交換、それからバッテリーの

交換、必要において、ワイパーとかそういったものを必要に応じて

交換する。それからオイル交換も含まれております。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）２番、加藤久幸君。

２番議員 （ 加 藤 久 幸 君 ）リースの期間が60か月で５年ということで

伺いました。それからトヨタのアルファードのハイブリッド、色が

黒。新車購入価格が661万。ちなみにこれ返却した場合の残価はお

いくらになりますか。そこら辺もちょっとお聞きしたいのと、あと

排気量ですね、それから黒にする何か理由はあるのか、黒でないと

安全が確保できないのか、あるいはこの661万と非常に高級車だと

思いますので、その辺は例えば2000ccの車であるとか、その辺では

安全は確保できないのか、私の知り得る範囲では、市である牧之原

市というところがございますが、そこは白い車で、以前は1600ccの

車を使用していた。現在は2000ccのワゴン車ということで使用をし

ていますが、参考までにご案内をしておきますが、その辺のことを

含めて再度お願いしたいと思います。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）総務課長。

総務課長 （ 村 松 利 郎 君 ）総務課長です。加藤議員の再質問にお答え
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します。残価の設定ですが、この見積もりで行きますと59万となっ

てます。それから排気量ですが、2500ccということです。それで先

ほど色を黒と申し上げましたけども、はっきり黒に決定しているわ

けではありませんので、黒の場合とか、他にパールホワイトとかあ

りますけども、黒が高いものですから、見積もりとしてはそれを計

上させていただいております。これで安全確保ができるかというこ

とですが、アルファードにした場合は十分安全確保ができるのでは

ないかと思っております。ちなみに他の市町の状況でいきますと、

袋井市がクラウンのハイブリッド、それから掛川市がエスティマの

ハイブリッド、それから菊川市がクラウンのハイブリッドの予定と

いうことで、だいたいそのそれくらいですね。それから袋井市が、

今クラウンハイブリッドの黒と、それから掛川市はエスティマハイ

ブリッドのホワイトパールクリスタルシャインというような色。そ

れから菊川市はクラウンハイブリッドの黒の予定ということで聞い

ております。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）４番、岡野豊君。

４番議員 （ 岡 野 豊 君 ）１点お願いいたします。ページが65ページ

になります。２款２項１目、企画総務費、0007移住コーディネータ

ー活動事業であります。先日の予算の説明の中で、適切なアドバイ

ス、それから柔軟性のある活動というご説明がありまして、財源に

ついては特別交付税350万円の上限ほぼいっぱいということで、財

源もそちらの方の国の財源が当てられるという内容の説明がござい

ました。ただ適切なアドバイスというだけでちょっと内容が分から

ないものですからご質問いたします。まず最初にこのコーディネー

ターの日常の活動の内容、それから勤務地、任用期間を教えてくだ

さい。それからもう一点、定住推進課が新設されまして１年経過し

ました。それで、新たにこういった移住のためのコーディネーター

が必要となった新たな事業をありましたら、その事業内容を具体的

にお願いします。それからコーディネーターの活動のノルマのよう

なものはあるのか。それから町のチェック体制としてこのコーディ
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ネーターさんのチェック、活動チェックといったようなものは考え

ているのか。内容についてご説明をお願いいたします。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）定住推進課長。

定住推進 （ 村 松 達 雄 君 ）定住推進課長です。岡野議員の質問にお答

課 長 えをします。ページ、64・65ページ移住コーディネーター活動事業

でございますけれども、移住対策を進めていく上で今感じていると

ころが、移住者の視点に立って移住対策を進めていくということが

最も必要なことではないかと思っております。どうしても行政が進

めていく中では、そういったところが少し柔軟性に欠けているとこ

ろでございまして、その他土日等のところも十分うちの方でも対応

しているようにしておるつもりでございますが、どうしてもやはり

月曜日から金曜日までの勤務ということもございますので、まずは

その移住者の視点に立って、移住者に寄り添って、移住の相談を進

めていくということが大切かということでございまして、そういっ

た中でこの総務省の地方財政措置のある移住コーディネーターとい

う制度がありましたので、そういったところ、そして近隣でも浜松

市でこの制度を設置しておりまして、有効に活用されているという

ようなお話をいただきましたので、この移住コーディネーターの設

置を考えております。候補者ということで、一応地域おこし協力隊

の方が、任期が終わるということで、候補としては彼を考えておる

わけですが、実際に地域おこし協力隊を進めていく中でも移住者の

相談に乗りまして、実績としても７件ほどの移住相談に関わってお

りまして、実際にそういったところを移住に結びつけるということ

がございまして、今後もそういったところを併せて行政と二人三脚

でやっていきたいというふうに考えております。勤務地については

そういったところで自宅のそこのコーディネーターの住所地という

ようなことで考えておりますし、任期としては、とりあえず１年単

位で考えております。

それからノルマはあるのかということでございますが、特別何人

ということではございません。それは設けておりませんが、できる
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だけ行政と隊員の連絡を密にしまして、実効的にあるものに進めて

いきたいと思います。

そしてチェック体制ということでございますが、活動の計画表と

かそういったものを出していただくようにしたいと思いますし、月

に何回か打ち合わせ会をしまして、行なっていきたいと思います。

それで活動内容ですが、通常の移住コーディネート、移住者の相談

があった場合に対応してもらいますけれども、その他、移住フェア

ということで県内外にも出ておりますので、そういったところにも

参加していただいて、相談を受けていただきたいと思っております。

それから実際に今も行ってるんですけども、移住者等を交えた移住

体験ツアーというようなところで、今マウンテンバイクのツアー等

を計画・企画しておりますけれども、今後もそういったところへ移

住者に関わるツアーあるいは独自の移住のホームページ、フェイス

ブック等を通じて呼びかけていくというようなことを行っていきた

いと思っております。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）４番、岡野豊君。

４番議員 （ 岡 野 豊 君 ）ありがとうございました。予算の作り方が

地域づくり協力隊の活動事業と同じ作り方になってくるので、今予

定をしている方は、もう実際には活動もされて実績もあげられてる

方ということで承知はしております。この地域づくり協力隊等、こ

のコーディネーター、これは移住定住を希望される方と直接つなげ

るというお仕事に就かれるものですから、そこの棲み分けがしっか

り町の方でできるのか、それから補助金ですが、活動費補助金とい

うことで、この補助金という形でついてますけども、これは何かを

事業を行った場合に補助をする、その場合の補助金なのか、もう最

初から報奨金に含めた補助金なのか、そこら辺の予算立ての考え方

を教えてください。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）定住推進課長。

定住推進 （ 村 松 達 雄 君 ）岡野議員のご質問にお答えします。活動費、

課 長 活動について棲み分けができるかということでございますが、移住
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コーディネーターということでございますので、その辺のところは

移住に特化して行っていただくようにしていきたいと思っていま

す。移住の補助金については、活動費補助金については、家賃ある

いは車両の経費等はかかってきておりますので、そういった分、経

常的経費については、この活動費の補助金に入っております。その

他個別事業ということで、先ほど申し上げましたような移住者の体

験ツアーとか、魅力紹介にかかるホームページ等の経費については、

やったところについて、精算をして支給をしていくというふうな形

にしておきます。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）４番、岡野豊君。

４番議員 （ 岡 野 豊 君 ）それから先ほどご説明の中で、職員も土日

も出ていますが、もっと丁寧な説明等行うために土日も勤務をして

いただくということでご説明がありました。このコーディネーター

の方の実際の勤務体系というですかね。土日も出る場合もあるんで

しょうけど、基本的には月曜日から金曜日まで週５日を勤務日とす

るとか、そういったところはどのようになってるのか、それだけ教

えてください。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）定住推進課長。

定住推進 （ 村 松 達 雄 君 ）活動の勤務体系ということでございますが、

課 長 現在の地域おこし協力隊も同じような形をとっておりますけれど

も、活動の計画表を出していただきます。その中で、その勤務日と

かいうものを原則設定していただいて、概ね16日程度ということに

なるかと思いますけれども、出していただいて、そこの中で移住相

談にあたっていただくと考えております。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）10番、西田彰君。

10番議員 （ 西 田 彰 君 ）今、定住推進課の関係で質問が出ておりま

すが、私もこの定住推進課所管に関することを質問していきたいと

思います。まず確認でございますが、地域おこし協力隊員は３年間

以上の延長はないということでよろしいですか。それからこの地域

おこし協力隊の隊員は活動報告を、毎月は提出するということにな
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っていると思いますが、担当課として、どのような点検また指導、

さらには行政としての協力体制をとっているのでしょうか。それで

参考までに直近６か月ぐらいの報告書なるものを議員に配布するこ

とができるでしょうか。また、聞くところによりますと、協力隊員

の一名が辞められると聞いておりますが、それは本当でしょうか。

そうだとすれば何か辞めなければいけない理由があったのでしょう

か。

それから0007移住コーディネーターですが、今答弁の中でも、定

住推進課で地域おこし協力隊として、隊員としてやってきたことと、

あまり変わらないように思うわけですが、地方財政措置がされると、

ただお金が補助されるから受けるんだというのでは本当の活動とい

うものができないのではないかと思います。また、この候補者には

岩瀬氏の名前が挙がってると聞いています。もう一度そのコーディ

ネーターとしての事業の詳細、条件を教えていただきたい。さらに

岩瀬氏は今議会でも、農業委員に任命されています。また民泊も始

めていると聞いています。そういった中で、本当にこのコーディネ

ーターとして活動が十分できるのか。その辺をお聞きいたします。

それから歳出123ページ、下段の産業課になりますけども0001。

少し愛知県の方で豚コレラが発生いたしまして、だいぶその危機感

をもって消毒、防疫体制をやっているようですが、この近隣では大

規模な養豚業者はないと思うわけですが、袋井、磐田、その辺で大

規模な業者はあるでしょうか。また、もしこういった豚コレラが静

岡県に入ってきた時には、県との連携も含めて重大事案として対応

していかなければならないと思うんですが、畜産振興事業という中

で、事業費として、事業としては今回はいくらも金額的には大きく

ないわけですが、そうなった時にはどのような対応をするのかお教

えください。

それから131ページの上段、0001林業振興事業費のうちの森林整

備意向調査、これは森林環境税の関係で地方へ補助されるというこ

とですが、どのような、この意向調査の内容になるのかお聞きしま
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す。

それから137ページ上段0001商工振興費2,400千円。もりまちの商

工業を元気にする事業の内容、元気にするということで補助されて

るわけですが、この事業の内容。また、実績の検証はどうなってい

るのでしょうか。

それから139ページ、0005観光誘客推進事業、新たな魅力創出委

託料13,425千円。この予算を立てるには、ふるさと応援基金からの

繰出のようであります。元々森町、自然豊かな風土、歴史ある文化

というものを長年謳ってまいりました。これもう10年以上、総合計

画でもずっと言ってきています。ふるさとを応援してくれる人たち

が果たして、今後この新たな魅力ということで、聞くところにより

ますと、今回予算も含め2500万ぐらいかけていくというようなこと

も聞いておりますが、この魅力を発信する業者、多分都市部の企業

だと思いますが、せっかくふるさとへ応援していただいたお金が、

またそっちへ戻ってしまうというような感じもするわけです。それ

でこれ以上、そういったかなり森町としてもいろいろな情報発信を

してきた。パンフレットを作ったりポスターを作るということぐら

いはね、それはもう常に新しいあれで行かなければいけないわけで

すが、映像会社に頼むとか、そういったことになっていって、その

お金を使っていくのはどうかなと。森町の町民に対する還元という

のが全くないのか、というように思いますがいかがでしょう。森町

が今求められているのは、子育て、教育、そういった本当に安心し

て住む森町だと思いますが、いかがでしょう。

最後に建設課所管の151ページ、上段0002都市計画総務経費、都

市計画マスタープラン策定業務委託料650万がございます。ここに

平成24年、都市計画マスタープランが作られてあります。この中に、

前、町長のご挨拶の中で、ちょっと読まさせてもらいますが、総合

計画で掲げた町の将来像、ええら森町、みんなが力の里づくり、古

きを活かして新しきを作る、を目指して都市計画の視点から具体的

まちづくりの方針を立てるため、この総合計画や平成23年３月に策
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定した国土利用計画森町計画を踏まえ、今後の概ね20年間を見据え

た森町の都市計画に関する基本的な方針として、森町都市計画マス

タープランを想定いたしましたと。20年間を概ね見据えている、こ

のマスタープランです。これを今また、このお金をかけて作るとい

うところが、どういうわけかなと思うわけです。20年間というとこ

れ最終年度44年になりますよね。このマスタープランが大きく変更

されるのか、だから作るんだよということなのか、その辺をお聞き

します。

もう１点すみません。建設課の無指定道路整備、いつも無指定の

整備費がつくわけですけど、今年度どのくらいを想定した予算にな

っているでしょうか。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）定住推進課長。

定住推進 （ 村 松 達 雄 君 ）定住推進課長です。西田議員のご質問にお

課 長 答えします。62・63ページ、地域おこし協力隊活動事業ということ

で、まずお答えをさせていただきます。地域おこし協力隊について

は、活動期間は概ね１年以上３年以下ということで、３年以下に限

られております。それぞれ、隊員の活動報告を提出しておりまして、

その他に月１回から２回程度、隊員と定住推進課職員と打ち合わせ

をしまして、それぞれの活動についてチェックをしております。活

動の内容については回覧等々出しておりますので、それについては

取りまとめをしておりますので、提出をしたいと思います。

それから協力隊員が１名辞めるということで聞いておるけれど

も、どういった理由なのかということでございますが、１名隊員が

この２月末をもって、本人の意向により隊員を辞めたいということ

がございまして、これについては慰留等をしましたけれども、先月

末をもって隊員の委嘱を取り止めをいたしました。

理由としては、いろいろ公費を使って自分の仕事をやっていくと

いうことでしたけれども、思ったようなことができない。自分の一

身上の理由で辞めたいということでございます。

それから64・65、移住コーディネーターのところでございますけ
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れども、岩瀬氏については、民泊もやり、農業委員もやりというこ

とで本当に大丈夫かということでございますけれども、先ほど申し

上げましたとおり、移住相談に関していろいろな実績がございまし

て、それから３年間一緒に、定住推進課としては１年ですが、今ま

での実績を通して、他の業務も新たにあるわけですけども、実績を

踏まえましてやっていけるのではないかと考えております。

それから今回の移住コーディネーターについては、先ほども言い

ましたけども、地域おこし協力隊よりも活動日数が少なくなるわけ

でございますし、必要に応じて、やはり移住に特化した相談に乗っ

ていくということでございますので、その辺のところは少し勤務時

間等も少なくなりますので、他のところの兼業ということも可能で

はないかなと思っております。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）産業課長。

産業課長 （ 長 野 了 君 ）産業課長です。西田議員のご質問にお答え

します。４点ほどあったと思います。まず123ページ関連で、豚コ

レラについてのご質問でございました。ご案内のように、豚コレラ

につきましては近隣の県で発生しておりますので、県としても憂慮

している状況でございます。基本的には、豚コレラについては一元

的に県が対応するという整理にはなっておりますが、当然情報提供

等、町にも随時きますし、状況を把握しながら、森町ではどういう

ことを準備したらいいかということは、担当と共に話はしていると

ころでございます。あと袋井、磐田、どのくらいの件数かというの

は手持ちにございませんけれども、森町には大河内地区に１軒養豚

業者がございます。そことは連絡を取り合っております。それこそ

猪が媒介して感染しているではないかという疑いもあるということ

で、そこから、要は猪の柵についても要望がございましたので、そ

れについても対応させていただいております。また消毒についても、

こちらから聞き取りをして、消石灰等どうですかという話をしたと

ころ、今きちんとやっている。どんどん多くなれば、またご相談下

さいということはこちらも申し上げております。今申し上げました
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ように、予算としては基本的には計上はしておりません。予算につ

いても県が予算措置をして対応するというのが第一の整理でござい

ますけれども、いざとなってそういう事態になった時につきまして

は、相談をしながら、議会のご理解も得て、予算が必要な場合は対

応していきたいと考えております。

131ページ、森林に関する意向調査とはどういったことを考えて

いるか、どういった内容の意向調査をするかということでございま

すけれども、それこそ森町は広いものですから、対象の地域として

は、モデル地区をまず設定して、そこをまずは取り掛かって行こう

と考えております。どういったことを調査するかということでござ

いますけれども、所有者に対して、それこそどういうような管理を

行っているのかとか、これまでの10年間に、例えば間伐整備をした

かどうかとか、今後どのように考えているのか、なかなかもう厳し

い、自分では経営が管理ができないとか、そういったことを聞き取

った上で、その際には、当然この土地、この森林というのを確認を

した上で、そういった意向調査等を行って、その森林について、今

後どのような課題があるのか、どのような整理をしていくべきなの

か、というための調査になります。

次、137ページですね。もりまちの商工業を元気にする事業補助

金ということでございます。ご案内のように、商工会の事業に対す

る補助になっております。今計画をされているのが全部で六つござ

います。遠州の小京都まちづくり活性化推進事業ということで、特

産品の開発促進経費でありますとか、そういったものに対するもの

を一つ、二つ目に販売促進強化支援事業ということで、県内外で開

催される展示会、商談会への出展への助成で、そういったことを考

えております。三つ目に商工会組織強化事業ということで、これに

つきましては、小田原箱根商工会議所との交流についての支援でご

ざいます。四つ目に、産業祭会員出店促進事業ということで、産業

祭へ会員の方が出店する際への支援ということでございます。五つ

目に、ご案内だと思いますけれども、森婚ということで婚活事業を
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やられていらっしゃいますので、そこへの支援ということでござい

ます。六つ目に、これについては平成31年度新規でございますけれ

ども、次郎柿ワインが20周年となるということでございますので、

その記念事業への支援ということを検討しております。それで、そ

の検証ということでございますけれども、商工会とはそれこそ毎月

１回定例で連絡会等開いております。そういった中で、お互いの情

報交換でありますとか、これについて今申し上げた事業についての

経過報告ですとか、そういったものを検証して進めているといった

ところでございます。

四つ目、新たな魅力に関するご質問でございます。昨年度の補正

予算でお認めいただいて、その継続事業ということでございます。

ふるさと納税を活用してということで、情報発信についていろいろ

やってきたけれども、どうだろうかといったご質問でありますとか、

本来ならばじゃあその子育て教育支援に向ける経費ではないかとか

そういったご指摘だと思います。来年度の取り組みについては、森

町のシティプロモーションということでございまして、たまたまそ

の場所がアクティ森ということを想定しただけでございますけれど

も、ＡＲアプリのプラットフォームの開発でありますとか、それに

使用に関する費用、そういったこと、または情報発信ということで、

これは共同デジタル通信さんといろいろ検討しながら進めているわ

けでございますけれども、これまでの発信と違うのは、やはり共同

通信デジタルということで、全国発信ができるといったところでご

ざいます。あとはそのプロモーション費用として、天浜線等を活用

したプロモーション等を検討しております。そういったことでござ

いまして、ご質問の趣旨としては、その情報発信もいろいろ行なっ

てきたけれども、ということでございますけれども、今回の情報発

信については、先ほども申し上げましたけれども、やはり全国発信

というのが大きなキーワードございます。もう一つは若い人たちに

対するＳＮＳを活用したそういう情報発信を、これまでの媒体を変

えて発信していくということでございますので、当然今までの情報
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発信として、パンフレットとか紙媒体であるとか、ホームページと

かというものがございますけれども、新たな分野における情報発信

ということを考えております。ふるさと応援基金をなぜ充当するの

かといったことでございます。考え方として、当然西田議員おっし

ゃるように、子育て支援、そういったものはやはり重要な施策であ

りまして、今回の施政方針の中でも、そういったものには重点的に

予算を振りまいていくといったところを整理されておりますけれど

も、それとともに、やはりここにありますように、新たな魅力とい

うもの、もちろん西田議員おっしゃるように、伝統とかそういった

ものが基本の森町で、その魅力が基本の森町でございますけれども、

やはりそういった分野ではなく、チャレンジするものとして、今回

予算を要求させていただいておりますので、当然その住む人にとっ

て子育て教育支援というのは重要なことでございますけれども、や

はりこういう時代において、森町を見てもらって、森町に興味を抱

いてもらって、森町に住みたいなというきっかけづくりというか、

まずそういうところを若い人ももっと森町を見ていただくような施

策として取り組んでいきたいと思っていますので、私どもとしても、

本当に新たな分野のチャレンジでございますので、毎回毎回議論を

しながらやっております。こちらがお願いしている方についても、

何回も森町に来ていただいて、それこそ僕らが行ったことないよう

なところも、担当と一緒に山を歩いてみたり、いろんな形で森町に

触れていただいた上で、森町の魅力については十分、当然何回も何

回も来ればその気持ちが湧いてくると思うんですが、話をしており

ましても、なんとか町を応援していきたいといった気持ちは十分に

伝わってきておりますので、それこそ多額の費用でございますので、

担当とすると心苦しい面も当然あります。しかしながら、こういう

分野については、思い切って投資する場面も必要かということで、

要求をさせていただいておりますので、ご理解いただければと思い

ます。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）建設課長。
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建設課長 （ 中 村 安 宏 君 ）建設課長です。西田議員のご質問にお答え

します。まず説明書の151ページ、都市計画マスタープラン策定業

務委託料の件でございます。平成24年度に策定をされて、20年の目

標期間を定めております。また中間で見直しが必要か、また大きく

変更されることがあるのか、というようなご質問であったと思いま

すけれども、まずこの都市計画マスタープランにつきましては、都

市計画法に定められた計画でありまして、都市計画区域を持ってる

自治体については、定めなければならないという規定になっており

ます。そういうところで、この計画、マスタープランは24年度に更

新されたということです。この策定の要領等の中で、概ね中間で見

直しはするべきものだということで規定をされております。そうい

うことで概ね中間になりましたものですので、見直しの時期に来て

いたということです。それと合わせまして今、立地適正化計画の策

定を進めております。これは都市計画マスタープランのイメージ的

にはその下に位置する計画が立地適正化計画ということになりま

す。これは人口減少とか、少子化の社会に対応する都市を作ってい

くということで、これは今策定を進めている計画でございますので、

主にこの都市計画マスタープランの今回の見直しというのは、今同

時に策定しております立地適正化計画と整合を取るために変更する

ということが主な変更内容になりますので、大きく平成24年度に策

定いたしました計画が変わるものではありません。立地適正化計画

では用途区域、都市計画区域の中でも用途区域の中の計画をしっか

り立てるというようなところでございますので、その計画と整合を

取るために、今回マスタープランの変更をさせていただくというこ

とでございます。

それからもう一点、無指定工事費の来年度の事業についてでござ

いますけれども、ページで言いますと、145ページの道路新設改良

費あたりになると思いますけれども、その中段、工事請負費、町道

改良工事、これは町単の道路の改良費になりますが、事前にこのよ

うな地図をお配りさせていただいてあります。その中の１から15番
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については、この工事費の中の指定の箇所というところになります。

残りが無指定の部分になるわけですけれども、金額で言いますと、

中遠広域の最終処分場の関係の補助金負担金の関係の無指定分とい

うことで、600万円ほど予定をしております。それから一宮の財産

区分ということで、例年いただいてますけれども、これも500万円

分ほど無指定で使わせていただくというようなことで考えておりま

す。それから全くの単独の事業で、無指定分という枠で700万円ほ

どを想定をしているということで、合計で1,800万円分の無指定を

とりあえず当初予算で計上をさせていただいております。無指定で

ございますので、事業箇所についてはまだ未定ということで、要望

とか現場の状況を見ながら、優先してやるべきところについて対応

していきたいと考えております。他に無指定分の枠として持ってる

といえば、145ページの上の段の舗装の業務費の中に舗装工事とい

うことで8,000千円ほどを計上させていただいておりますが、これ

についても、まだ箇所とかそういうところについては決まっており

ません。緊急性とか安全性とかを加味しながら、事業箇所を新年度

に決めていきたいと考えております。以上でございます。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）10番、西田彰君。

10番議員 （ 西 田 彰 君 ）定住推進課の関係で、１名辞められるとい

うことで補充をしていくのかなと思うわけですが、その候補者はも

う決まっているのでしょうか。この地域おこし協力隊が、森町にこ

ういった実績、またいろいろな効果を与えているよというものが町

民に明らかになっていかないと、いくら国からの補助金でやってる

んだよと言ってもやっぱりそれは町民にとっては、あの衆何をやっ

てるんだねということになってしまうので、その辺をちゃんと町民

にわかるような報告はしてほしいと思います。また、その一人辞め

ると、辞める人の後、これは候補者は決まっているのでしょうか。

また、コーディネーターとして十分時間はあるということですが、

全国的にこれを利用して、補助金を使ってやっている市町がたくさ

んあるわけですけども、今一人辞めるという方も、自己都合、一身
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上の都合ということのようですけども、そう言って辞めていかれる

方も結構おられるということは、その人も、その人の能力があるか

もしれませんが、地域との協働とか協力とか、また行政のバックア

ップとか、そういったものが十分でないと、なかなか活動が、全く

知らないところへ来てやるわけですから大変だと思うのです。定住

推進課の皆さんがそれこそ頑張ってくれているので、次にまた来る

人も頑張っていてもらえるとは思うんですが、その辺の指導という

ものはどのように課としてやる、それを反省にやるということがあ

れば教えて下さい。やっぱり森町にとって、移住してもらいたいと

いう気持ちはもう強いわけですよね。そういった中で、この移住コ

ーディネーターの方が、３年間の実績があると言いますけど、それ

で本当にこの森町がわかったのかな。また国も、３年間でもう終わ

りというのも、またこれ非常にその人にとっては厳しい条件ですよ

ね。結局そこでまたその町が雇う。このコーディネーターは補助金

でやれるわけですけども、定住していただくということも踏まえて

行政はお願いをするということですが、岩瀬さん、森町に完全にも

う定住するという気持ちでおられるんでしょうか。

それから、観光客誘客推進事業でありますが、全国にある小京都

に集まる市町、そういったものの中に、この映像会社等に頼んで魅

力を発信させるという成功した事例、そういったものがあるのでし

ょうか。あったらその市町はどこなのか、そしてこういった効果が

あったよと。当然それぞれの市町の条件っていうのはみんな違うわ

けですからその会社が、同じようなことをされたのでは、森町の本

当の魅力というのは出てこないと思うのですが、その成功事例、ま

た失敗事例、掴んでいるようでしたら教えてください。本当に、課

長もおっしゃるように大きなお金をかけるわけです。森町がもっと

発信できるというのは反対ではありませんが、やはり先ほど申しま

したように、今求められているのは森町に住んで、暮らしてよかっ

たということだと思います。それがやっぱり基礎だと思いますので、

その辺の、今回の事業の成功事例、失敗事例もし掴んでいるようだ
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ったら教えてください。

あと都市計画のマスタープランの方は、大きな変更はないという

ことですが、やはり委託しなければできないのでしょうか。職員の

能力に期待をするわけですが、いかがですか。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）定住推進課長。

定住推進 （ 村 松 達 雄 君 ）西田議員のご質問にお答えします。１名地

課 長 域おこし協力隊が欠員ということでございますけども、補充という

ことで、すでに３月１日から新たな隊員を募集しておりまして、ま

だ候補者は未定でございます。５月７日を締切で募集を開始してお

ります。一応、以前は三倉地区の食と農のコーディネーターという

ことで募集しましたけれども、１点少し内容が難しいではないかと

いうことで、中山間地の活性化コーディネーターということで、今

回は募集をさせていただきました。それから地域おこし協力隊の関

係でもう少しご説明しますと、岩瀬隊員と地域おこし協力隊の実績

ということでございますけれども、協力隊のホームページ森町暮ら

しを作成、それからぷぶふの日のホームページを作成、地域おこし

協力隊フェイスブック等々、情報発信を自らしておりますし、その

他広報もりまちとか、関連で地域おこし協力隊通信ということで町

にも、町民の皆さんにも分かるような形で報告をさせていただいて

おると思います。

その他グリーンツーリズム推進ということで、森町ツーリズム研

究会への参加。美しい茶園でつながるプロジェクトへの参加。それ

からサイクルツーリズムの推進ということで、ゆるゆる遠州ガイド

ライド等にも参加しておりまして、地域活動としては、森町中山間

地域農業振興協議会の栗の加工の参加。それから遠江総合高校のキ

ャリア教育のボランティアの参加。それから自主的に町並みと蔵展、

それから森ほたる等々の参加。そして森町リトルバルという夏にあ

りました大きなイベントも、中心として活動しております。そして

定住するかどうかということございますが、もう岩瀬氏は定住の意

思を固めていまして、ゲストハウスを主たる職業として、今の家で
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営業をしようということでしております。実際にそこに来るお客様

が年間400人とか500人とかという数が来ておりまして、森町にまだ

宿泊施設がないのに、そういったとこでゲストハウスをやることで、

よそからお客さんが来て泊まってくということで、またそのお客さ

んが近隣の食堂というか居酒屋とかそういったところに寄って、地

域の方との交流を生み出しているという現象ができておりまして、

その辺のところは直接仕事ではないかもしれませんけども、そうい

う経済効果的なものも出ておるということでご承知おきいただきた

いと思います。

それから、この１名辞めたことに関して、課としてどのように対

応していくというような話でございますけれども、一身上の理由と

いえ欠員となったということに関しては、本当に私どもも、今後も

いろいろ協力体制を深めていかないといけないと思っておりますの

で、もう少し隊員のところの計画等のチェックをしながら、行政と

隊員との距離を縮めて、また地元との協力体制ということで、地元

とも協力、パイプを強めて進めていきたいと思っております。以上

です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）産業課長。

産業課長 （ 長 野 了 君 ）産業課長です。西田議員の新たな魅力創出

発信事業ということの再質問でございます。今までの成功した事例

等あるかということでございます。この事業については、それこそ

共同通信デジタルと、大きな発信力を持つ業者と協調して協力して、

連携してやっていく事業でございまして、そういった事例があるか

どうかというのは、ほぼ全国見ても、こういった形でこういった事

業を取り組んでいるところはないというふうに認識しています。だ

からこそ森町としてやるとこういうことでございます。つまりこの

大きな新たな魅力創出発信事業については三つ柱ございまして、架

空のキャラクターを活用した森町のＰＲ。スマートフォン等を活用

したストーリー性、ゲーム性のある仮想体験ができるシステム。も

う一つは料理研究家による森町の特産品を活用した、体験の里アク
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ティ森のレストランメニューの開発、スイーツの開発ということで

ございますけども、特に二つ目につきましては、いろんな、共同通

信デジタルさんやいろんなところと話をする中で、どこの自治体も

こういう形で全く同じような形で取り組んでいたところはないとい

うことから、これを発信すれば、森町で非常に面白いことやってい

るよということが、一つのこの事業の目的でございます。他と同様

のことをやるのではなくて、一つ踏み込んで、そういったものをや

るというところに意義を見出してる点も、この事業の大きな一つで

ございますので、それこそ担当の私どもも、相手の方も、ある意味

緊張感を持ってやっています。ですが、進めていく中で当然不安な

部分もないわけではないです。当然初めてのことですので。ですけ

れども新たな取り組みであるからこそ、全国にはない取り組みとい

うことで、成功を目指して日々それこそやり取りをしながら、何回

も森町に来ていただいて、取り組んでるところございます。でも大

きなお金ということでございますけれども、シティプロモーション

のお金に関しましては、大きな自治体小さな自治体、かかる経費が

変わるかというと、そこはやはり一自治体変わりません。なので、

この額が大きな自治体にとっては、通常毎年ここまであるかどうか

ありませんがある程度の額を持ってシティプロモーションを行って

おります。森町にとっては、やはりそこはスケールが小さいという

ことで、額とするとやはり全体の予算額に占める割合は、他の市よ

りも大きくなるわけでございますけれども、やはりシティプロモー

ションということで、森町をアピールするためには、通常の経費よ

りもかかるけれども、やはりそこは一定のお金をかけてやらないと、

小さなものでもなかなか効果がないところもございますので、そう

いった意味では、他市と同様ぐらいのシティプロモーションの経費

ということを使って取り組んでいくということでございますので、

ご理解いただきたいと思います。なので、新規の事業でございます

ので他の事例があるかどうかといったところについては、当然先方

といろんな話をしておりますけども、やはり新規の、全国でも珍し
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い取り組みということで、頑張って進めていきたいと思っておりま

すので、ご理解いただきたいと思います。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）建設課長。

建設課長 （ 中 村 安 宏 君 ）建設課長です。西田議員の再質問、同じく

マスタープランの策定委託についてのご質問です。大きな変更がな

いというところで、委託をしないとできないのかというようなご質

問だったと思いますけれども、自分の言い方が大きな変更はないと

いうような言い方になってしまいましたけれども、言い換えますと、

大きな方針の変更はないというところで変更をかけていくというと

ころです。しかしながら、方針は変えないにしましても、やはり平

成24年に策定して以降10年弱が経っているということで、いろいろ

な数字、例えば人口の動態とか、新東名の交通量の影響とか。こう

いうものについては、やはり平成24年に想定したものと違ってきて

いるというところで最新の数字を使いながら、専門的な統計の分析

などをしていくというような業務になります。その上で、将来の都

市像とか、分野別の方針の検討などを進めていくような業務であり

ますので、なかなか業務量的には、かなりの量がある。100ページ

前後はあると思いますけれども、マスタープランの細かいところま

で見直しはしてくというところでございますので、業務量的にはか

なりの業務量がありまして、職員の能力というお話でしたけれども、

能力はある職員も当然おりますけれども、なかなかそれだけに携わ

るということは困難なものですから、今回委託という形で、この見

直しをしていくということでございます。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）しばらく休憩をします。

（ 午前１１時５９分 ～ 午後１時００分 休憩 ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）休憩前に引き続き会議を開きます。

定住推進課長。

定住推進 （ 村 松 達 雄 君 ）定住推進課長です。午前中に質疑の中で西

課 長 田議員から要請のありました、地域おこし協力隊の活動報告書は、

平成30年８月から平成31年１月までの６か月分を委員会初日に全議
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員の皆さまに配布いたします。ただし、個人情報については、抹消

させていただいております。また、今年度採用の２名は、９月から

の採用となっておりますので、本日までの報告分、５か月分とさせ

ていただきます。なお、活動費につきましては活動実績に基づき支

給をさせていただいておりますので、ご承知おきいただきたいと思

います。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）10番、西田彰君。

10番議員 （ 西 田 彰 君 ）最後に、この地域おこし協力隊事業が、国

の事業ということで、これがずっと続くということは考えられない

中で、森町が移住定住推進課という新しい課を作った以上、職員の

その後のやっぱり定住課としての任務、仕事として、しっかりした

ものを職員に備えてもらわないと、この定住推進課が機能しないと

いうように思いますので、是非その辺の職員の協力ということも併

せて、当然この協力隊への協力も必要ですけども、職員の知識の向

上、また、森町の地域へどれだけ職員が入っていけるか。そういう

ことも併せて考えてもらわなければいけないわけですが、その辺課

長としてはどのようなことを考えておるのか最後にお聞きします。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）定住推進課長。

定住推進 （ 村 松 達 雄 君 ）定住推進課長です。西田議員の再々質問に

課 長 お答えします。まず地域おこし協力隊ということで、活動のことを

お話ししますと、二つ、定住と、それから地域おこしという側面が

ございます。皆さんそれぞれ地域に入って活動していってるわけで

すけれども、定住ということで、岩瀬隊員その他、他の隊員も定住

に向けて進んでおりますし、それぞれ地域のところにパイプを深く

して取り組んでいます。それに対して職員はということでございま

すけれども、私も含めて地域とのパイプ、そして職員と地域おこし

協力隊員との、やはり会話をもう少ししていきたいと思っておりま

すので、その辺のところを深めていきたいと思います。地域に入る

というのはやはり、そこの地域に寄り添うという姿勢が必要かと思

いますので、そういったところ今後も職員と共に考えていきたいと
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思っております。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）他に質疑はありませんか。

３番、中根信一郎君。

３番議員 （ 中根信一郎 君 ）３番、中根です。説明書の195ページ、10

款６項８目の文化会館の関係の0002文化会館管理運営費の中の真ん

中へんになりますが、修繕費、屋上の防水シート他の修繕費と思わ

れますが、14,332千円ということで、現状が、シート自体がもう雨

漏りをしているとか、そういう状態にあるとか、漏れてはいないけ

れども長寿命化を目指して交換をするというような状況なのか、ま

た、雨漏り等がありますと大変費用もかかると思いますので、補償

等があるのかないのかということと、下から４行目の建物管理委託

料13,381千円、この委託料の業務といいますか、どのような内容の

業務になるかということと、次のページの、197ページ、一番最後

の補助金交付金の中の、森町ミキホール文化振興会補助金について

の内容が分かれば教えていただきたいと思います。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）社会教育課長。

社会教育 （ 鈴木富士男 君 ）社会教育課長です。ただいまの中根信一郎

課 長 議員の質問にお答えをします。195ページ、細目0002文化会館管理

運営費の修繕費でございますが、屋上の防水シートの修繕に5,400

千円ほどの計上をさせていただいております。屋上の防水シートに

つきましては、現在破れがあるんですが、コンクリート、屋上の構

造のコンクリートで、どうにか雨漏りは防いでる状態でありますの

で、そのうち影響が出るということで、早めの補修が必要というこ

とで、修繕を行うものでございます。

それから、その下の建物管理委託料でございますが、主なものと

しまして建物の設備、機器等保守管理業務でございます。こちらは

月534千円掛ける月数掛ける消費税。それから清掃管理業務でござ

いますが、月459千円掛ける月数掛ける消費税。それから建物の建

築設備等の法定点検の費用が、それぞれ掛かるということでご承知

をいただきたいと思います。
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それから、197ページの一番下のミキホール文化振興会補助金の

内容でございますが、31年度も14事業ほどを計画をしております。

その事業に必要な事業を現在計画をしておりまして、今月行います

運営委員会及び文化振興会の総会で内容が決定をいたしていく予定

であります。補償については今の所影響ないものですから、補償に

ついてはないということ。雨漏りの補償ということについては今の

ところ影響はないものですから、設備機器等に影響ありませんので、

補償は特に考えておりません。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）３番、中根信一郎君。

３番議員 （ 中根信一郎 君 ）ただいまの補償の関係ですけれども、一応

改修工事とはいっても、上のシートが破れてくれば下に入ってしま

うということがもう明らかになるわけで、そこら辺の施工、そうい

ったものをしっかりと吟味をなさっていただいた方が、モルタルと

いいますかコンクリ自体が急に傷んでしまうようなことはないと思

いますので、確かに今は雨漏りをしていないと、どこまでいっても

ただ表面上で排水をするというような形になるもんですから、その

点についてはできるだけ長持ちするようなやり方をしていただくと

いうようなことをした方がいいんじゃないかなと思います。

それと建物管理の委託料ですが、今回の防水の件に関しても、結

局建物管理ということになりますと、全体的なものになるかと思い

ますので、そういった防水の関係もそうでしょうし、他の大ホール

以外のところも含めて、そういった建物管理の業務としてしっかり

と点検をしていただけているのかどうか、その辺の状況が分かれば

教えていただきたいと思います。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）社会教育課長。

社会教育 （ 鈴木富士男 君 ）防水シートの補修工事の施工につきまして

課 長 は、これは後の質問とも関連がありますが、毎年実は建物の点検は

しております。その中で、点検の中で補修をした方がいいよという

指摘は補修するまで続いて、実は何年か続いておりまして、優先順

位としては今まで下の方にあったんですが、いよいよやってかない
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と影響が出てしまうのではないかということで、新年度に計上させ

ていただきました。ということで、文化会館そのものは、毎年施設

点検の方は行っております。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）３番、中根信一郎君。

３番議員 （ 中根信一郎 君 ）最後に１点だけお伺いしますが、シートの

防水の、トップコート等の表面処理、そういったものをされるよう

になってるかどうかだけ、それだけお伺いします。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）社会教育課長。

社会教育 （ 鈴木富士男 君 ）見積書によりますと、アスファルト防水を

課 長 行うということで考えて、工事の見積もりの状況ではアスファルト

防水を行う予定で見積書を精査して、その工法で予算計上をさせて

いただきました。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）他に質疑はありませんか。

６番、小澤哲夫君。

６番議員 （ 小 澤 哲 夫 君 ）何点か質問させていただきます。最初に55

ページの建設課、地籍調査の事業費についてです。地籍調査につい

ては31年度は亀久保、三倉等々やるということでございますが、毎

年ずっとやられて大変だと思うんですが、あとどのくらいかかるも

のなのか、あとどのくらいの地域が残ってるのがお聞きしたいと思

います。

それから119ページのちょうど真ん中辺になりますけれども、上

下水道課の0004の飲料水の供給施設の整備でございますが、1,000

千円の補助金がございますけども、この内容、補助金はどこへ行く

のかという事をお伺いします。

それから123ページ、産業課の中段よりちょっと下の、0002担い

手育成総合対策事業でございますが、農業の補助金として農業次世

代人材投資資金事業1,500千円、この内容あるいは、またどこへ出

していくのかということをお聞きしたいと思います。

それから127ページ、同じく産業課のちょうど真ん中になります

が、補助金・交付金でございますが、多面的機能支払交付金10,701
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千円ございますが、この内容と、どこへ行くのかということをお聞

きしたいと思います。

それから131ページと139ページにも関わってくるのかもしれませ

んが、産業課の鳥獣被害総合対策事業で、箱わなに関するものでい

ろいろ箱わなの捕獲感知システムで、箱わなに獲物がかかった時に

感知する、そういったことをやっていくということでございますが、

これと、そうすると当然、獲れたものを新鮮な形で解体をしていく

という形になればいいなと思うわけでありますが、前の一般質問で

もあったように春野町に解体施設があるということで、なかなかこ

ちらから持って行くにもせっかく獲れたものが１時間以上かけてい

うことになると、解体ができない、肉の利用ができないというよう

な形になろうかと思うので、その辺について、せっかくこういうシ

ステムを使うのであれば、そしてまた139ページにございますよう

に観光誘客の推進事業であるとか、新たな魅力創出の事業の中で、

アクティのレストランのメニューも考えるというようなことであれ

ば、せっかく獲れた鹿であり猪であるような、ジビエと言われるよ

うなものを利用する手立ては何かないのか。そのためには、できう

れば解体施設等々を森町の中に作るということも一つの案ではない

のか。観光客もそうでございますし、地元の食材を利用して地元の

人が消費するということもいいのではないのかなと考えますが、そ

ういったものを、この131ページあるいは139ページでの中でどのよ

うに考えるのか、あるいはこれからどうやっていくのかちょっとお

聞きしたいと思います。以上でございます。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）建設課長。

建設課長 （ 中 村 安 宏 君 ）ただいまの小澤議員のご質問にお答えしま

す。ページ数は55ページ、地籍調査の関係のご質問だと思います。

あとどのくらいの地域が残るかというようなご質問でございますけ

れども、まず、地籍調査につきましては昭和57年から今日までずっ

と、牛飼から始まりまして、今亀久保地区それから三倉（Ⅰ）地区

を今年度調査をしているというような状況でございます。それでず



- 48 -

っと南の方から地籍調査の方は進んでまいりまして、今残っている

地域というのが、山林を除く部分については三倉地区だけが残って

いるという状況です。今の町が行う地籍調査の考え方としては、山

林を除く部分について地籍調査を行っていくということになってお

りますので、これから三倉地区の山林を除く部分について調査を進

めていくことになります。山林を除く部分が何平方キロメートルあ

るのかというところが、まだ正確には把握できておりません。天方

地区の例で言いますと、これが2.5平方キロほどありました。これ

が山林を除く部分でございますけれども、これに同規模程度の三倉

の調査対象地区があるとしますと、やはり３平方キロ程度残るので

はないかと、今のところ考えております。毎年だいたい0.2平方キ

ロ前後の調査を行っておりますので、割り込みますと、10年から15

年というような期間がかかるのではないかということで考えており

ます。今のところ、それで町で行う地籍調査については山林を除く

部分ということで先ほどお話しさせていただきましたけれども、山

林の部分については、三倉地区から、県の森林組合の連合会が行っ

ている事業で、順次地籍調査を行っているということでございます。

全体的な話で言いますと森町全体134平方キロ程度ありますけれ

ども、そのうちの調査対象地区ということで、山林も含めまして12

7.37平方キロでございます。そのうち、今年度までに登記まで完了

している部分が54.8平方キロございます。これには森林組合の連合

会が行っております山林の部分も含みますけれども、進捗率でいう

と43パーセントということになります。山林まで含めますと、これ

があと何年かかるんだということは、ちょっと今のところは未定と

いうことでお答えをさせていただきます。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）上下水道課長。

上下水道 （ 高 木 純 一 君 ）上下水道課長です。ページ118・119ページ、

課 長 飲料水供給施設の整備事業の補助金ということでございますけれど

も、まず内容といたしましては、いわゆる水道法でいうところの上

水道とか簡易水道を除く、地域あるいは隣保の共同水道を対象とい
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うことでしております。対象としましては給水戸数が２戸以上、ま

たは給水人口10人以上。100人を超えてしまいますと簡易水道にな

ってしまいますので、100人以下のそういった飲料水供給施設も補

助対象としております。

事業の内容といたしましては、施設の新設、増補改良、維持修繕

といったものが対象になっております。ただし、それこそ各戸にあ

ります、蛇口ですとかそういった給水装置の工事に要する経費は除

くとなっております。補助金の算定基準は、補助対象額の２分の１

以内、上限は1,000千円ということを要綱の方で謳っております。2

9年度にこの要綱を改正しまして、修繕等も含めた関係で、ご利用

も29年度に４件、30年度は現在のところ２件のご利用をいただいて

おります。31年度について1,000千円の予算計上をしてありますが、

現在のところ具体的な予定箇所はございませんけれども、１件上限

1,000千円を計上させていただいているところであります。以上で

す。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）産業課長。

産業課長 （ 長 野 了 君 ）産業課長です。小澤議員のご質問にお答え

します。まず122・123ページの、農業次世代人材投資資金事業、1,

500千円でございます。これにつきましては、旧の事業の名称の方

が確かにちょっと分かりやすいんですけども、青年就農給付金とい

った事業でございます。ですので、青年、若い方が就農意欲を持っ

て、就農後の定着を図る。新規就農をしている時の最初の安定を図

る。そして定着を図っていくために、年間150万円、最長２年間と

いうことで給付金をお支払いしているものでございまして、この1,

500千円につきましては経営開始型ということでございますので、

それこそ経営を開始された方に、年間150万円支払って、新規就農

して、一定期間安定した収入を、ある意味保障する中で、次にしっ

かりと自分で自立していただくといった趣旨の事業になります。

次、126・127ページの、多面的機能支払交付金事業でございます

けれども、これにつきましては一宮地区におきまして、一宮の水と
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環境を守る会というものが組織されております。これについては、

国が農村の多面的機能の維持、発揮を図る取り組みとして制度が設

けられておりまして、農業者と農業者以外の地域住民、町内会等身

近な人や団体などを含めた構成員による活動組織を作り、これが先

ほど申し上げました、一宮の水と環境を守る会になりますけれども、

その方々がその会の中で、農地や水路等の農地の基礎的資源の保全

・管理活動を行う等々に係る活動に対し支払うものでございます。

中身としては農地維持支払交付金といったもの、資源向上支払交付

金、地域資源の質的向上を図る共同活動、地域資源向上支払交付金、

これは二つに分かれております。先ほど申し上げましたように、施

設の長寿命化のための活動とかといったこと、要は農地の保全、多

面的機能の維持に関しまして、地元の方が組織を作って、その活動

に対して支援していくといった趣旨のものでございます。

最後の箱わなの感知システムについてのご質問、130・131ページ、

または139ページに関わるものでございますけども、わな通信シス

テム費用と、箱わな捕獲感知システムということで、今回委員会で

視察に行かれるとお伺いしておりますけれども、箱わなにその感知

システムをつけて、例えば猪が入ったらば、入りましたよという通

知を、中継基地を通じて見回る方の携帯端末に情報が行きます。そ

れで、そのことによって、現在その入ってるか入ってないかも確認

するために、いろんなところを回りながら、入ったものについては

対応をしてということを行っているわけでございますけれども、そ

れが感知されれば効率的にそこに行ける。それで、他の所も当然回

らないといけないものですから、例えばそこを先に行くのか、それ

とも途中で他のものを見ながら回った方が効率的なのかというの

を、その情報が入った時点で判断して回っていくといったことにな

ります。小澤議員の趣旨の、早めに即対応できるので、ジビエなり

何らかの形で利用して、かつそれは地元の食材として、いろんな形

で有効利用できないかといったご趣旨の発言だと思います。確かに

できるだけ早くその処置ができて、新鮮な肉といいますか、その材
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料ということでございますけれども、それに関しましてはやはりそ

の解体施設の問題、後は結局、それこそジビエの利用に関しまして

は、課題でありますのは、やはり入ってくる量、処理する量と、そ

れを販売するなら販売する量というのがなかなか合わない。要はた

くさん取れて効率的に処理できてといった状況であれば、安定的に

入ってくればというところもあり、そのためにというのもあります

けども、価格も少し高いということでなかなか他の地域でも定着し

ていないという現状がございますので、趣旨は確かにそのジビエと

して利用するといったことは、せっかく命をいただくものですから、

その命を有効的に活用という意味でも、意味のあることだと思いま

すけども、現時点ではなかな課題が多いということでございます。

なので、このシステムの導入に、主な目的としては、そちらのジビ

エの利用というよりは、効率的に見回る。それで、その経費なり手

間を省いて効率的に対応するといったことが主な目的となりますの

で、またそのジビエの利用に関しましては、課題として受け止めさ

せていただきたいと思います。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）６番、小澤哲夫君。

６番議員 （ 小 澤 哲 夫 君 ）飲料水の関係で言うと、飲料水の供給施設

整備事業、31年度は予定はないということでございましたけども、

今はないということであるならば予算計上しなくても、ある時に補

正等でやっても良かったのかなという思いもあるのですが、その辺

は予算ありきでやっておいた方がいいのかどうかというのはちょっ

と疑問に思ったものですから、ちょっとそれについての考え方をお

伺いしたいと思います。

それから123ページの、次世代の人材投資資金ですが、今年度に

ついては、どなたというか、個人名を言うのがいいのかどうかわか

りませんが、これは予定があって、どの辺の人にお渡しをするのか

ということをお伺いできればと思います。

それからジビエ、鹿猪はせっかく獲れたものをというのをあるの

で、是非検討を願えればありがたいなと思います。鹿、猪も販売し
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ている所も出てまいりましたし、現実にアクティ等で、せっかくの

山間地でやってるところでもございますので、そういったところで

ソーセージでなくても、実際の鹿肉、猪の肉を料理をする、そして

それを食してもらうということが非常に大事なのかなとも思います

ので、このレストラン、アクティを使った中で、メニューも考えて

いただけるということであるならば、そういったことも含めて検討

して考えていただければありがたいなと思うわけですが、これにつ

いていかがか、どうなのかお考えを聞ければと思います。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）上下水道課長。

上下水道 （ 高 木 純 一 君 ）上下水道課長です。飲料水供給施設の方、

課 長 具体的な箇所がない段階で予算計上はいかがかというような趣旨の

ご質問かと思いますけれども、何件かのご相談は受けております。

ただ具体的に金額いくら、どういった修理というところまではお話

はまだ詰まっておりません。それで、この補助金の性格として、修

繕があった時に補助していただきたいというようなことがあって、

緊急性があったりすると補正対応ではちょっと間に合わないという

ような部分もございます。それこそ先ほど29、30の実績も申し上げ

ましたけれども、29、30についても具体的な箇所付けがない中で予

算計上した結果それぞれ４件２件ということで、補助の申請をいた

だいているものですから、こういった形で進めさせていただきたい

と考えました。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）産業課長。

産業課長 （ 長 野 了 君 ）産業課長です。再質問にお答えいたします。

農業次世代人材投資事業ということでございます。継続の方、鈴木

俊樹さんという方でございます。住所につきましては南戸綿にお住

みになっているということでございまして、経営とすると、とうも

ろこしと治郎柿、あとレタスが少しでございますけども、されてい

るといったところでございます。

あとジビエの利用に関してのご質問でございます。近年、そうい

った課題がございますので、例えばジビエカーとかそういったもの
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もいろんな所で少しずつ普及しておりますので、そういったものも

検討しながら、またレストランの新たなメニューにつきましては単

発でそういったことも検討の余地はあるかなと思いますけれども、

やはり今後そういった形で利用するとなれば、やはり継続的な利用

ということが望ましいとなれば、先ほど言ったような、ジビエカー

等も研究しながら、あとはやる方がいらっしゃるかということもご

ざいます。現在、鹿肉フランクとかというのもございますので、そ

ういったものを参考にしながらできるものについては、民間という

か、やる気がある方、どういった形になるか分かりませんけれども、

支援するという方策はあるのかなと思ってますけども、いずれにし

ろ検討課題ということでご理解いただきたいと思います。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）他に質疑はありませんか。

１番、岡戸章夫君。

１番議員 （ 岡 戸 章 夫 君 ）１番、岡戸です。大きく３点ほどお伺いし

たいと思います。説明書の８ページのところで、一般会計当初予算

性質別経費ということで、一番上の人件費1,233,775千円というこ

とで、前年と比較しまして6,388千円の減ということですけれども、

全体の人件費ですので、個々というよりは全体についてお伺いしま

す。本年度の退職者の方の人数は何人となっておりますでしょうか。

それでまた逆に来年度の、新卒になるかと思いますけれども、新規

採用の方の人数を教えていただきたいと思います。またその採用に

ついてはどのくらいの応募があって、その中から何名ぐらい採用し

たということが、差し支えなければ教えていただきたいと思います。

それと二つ目、ふるさと納税についてです。ページで言いますと

30ページ、18款１項２目のところで、ふるさと応援寄附金というこ

とで、100,000千円が来年度も予定されております。この100,000千

円という目標と言っていいのかな、金額ですけれども、前年度の実

績を踏まえての100,000千円ということかと思いますけれども、こ

れが前年度の金額をベースで100,000千円っていう形で、目標とし

て掲げていいのかというところです。と言いますのは、他の自治体
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の例、ご承知のとおりグレーゾーンのギリギリのところを使ってで

も、例えば何十億寄附をいただこうと、そういった所の自治体もあ

るわけです。そういった中で、森町の場合は前年度のベースをスラ

イドさせて目標を掲げているということで、この目標の立て方と言

いますか、寄附ですのであまり目標という言葉がふさわしいのかも

と、ちょっとあれですけれども、例えばじゃあ森町としては前年度

１億円の実績だったので、来年が例えばですよ、例えば２億円を目

標にしようと。それで、それをするためにはどういうことをしてい

かなければいけないかという、そういう発想と言いますか、考え方

ができないのでしょうか。それについて、このふるさと応援寄附金

についての100,000千円という金額についてお伺いしたいと思いま

す。

それと三つ目、167ページです。10款の教育費のところで、１項

１目にあたりますか、上の方、情報アドバイザー委託料ということ

で1,233千円が計上されております。この辺について、ちょっと最

終日の一般質問で自分も少し質問させていただきますので、基本的

なことだけ少し教えて下さい。この情報アドバイザー委託料ですけ

れども、何名か、それから委託するにあたっての資格基準はどうい

う形で選んだのかということ。それとこの報酬金額の基準はどこか

ら算出されているのか。それについてお伺いします。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）町長、太田康雄君。

町 長 （ 太 田 康 雄 君 ）始めに私からふるさと納税の、２点目の件

でありますが、私の方から少しお答えをさせていただきます。森町

として、目標はどうかということでありますが、これまでもこのふ

るさと納税につきましては、目標はどうかというご質問を何度か議

会の中でいただいておりますが、その際、私が常々これまでも申し

上げてきたのは、あくまでも森町がいただく寄附金でありますので、

目標という考え方はいたしておりません。特に今回は予算に歳入と

して計上するものですので、見込みで、あるいは期待で組むべきも

のではありませんので、実績をもとに100,000千円という計上をさ
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せていただいております。ではありますが当然、より多くのふるさ

と納税を森町にご寄附いただけるようにという施策については、い

ろいろ返礼品の内容を絶えず見直しながら、新たな魅力的なものを

加えていくことであるとか、あるいは新年度、新規事業としてふる

さと交流会というものも計画をしておりますが、そういった機会を

通じてさらに広く呼びかけていくことで、より多くのふるさと納税

をお寄せいただいて、森町の地場産品を返礼品として差し上げる、

地域の産業の振興につなげていきたいとそのように考えておりま

す。予算はあくまでも着実な、確実なところで組んで行かなければ

なりませんので、実績に基づいて計上させていただいております。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）総務課長。

総務課長 （ 村 松 利 郎 君 ）総務課長です。岡戸議員のご質問にお答え

いたします。人件費につきましては、予算を立てる時に基本的に１

月１日現在の人員で計上をさせていただいてます。それを前提に予

算計上しておりますので、今年度の定年の退職の人数につきまして

は、事務職で６人、それから用務員が１人、それから定年ではない

退職、自己都合が１人おります。

それから応募の状況ですけども、細かな数字が今手元にないです

が、全体的な応募で30名程度あったのでないかと思っています。そ

れで採用は事務職で３人、管理栄養士が１人、それからの土木の技

師が１人、幼稚園教員が１人採用をいたします。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）企画財政課長。

企画財政 （ 佐 藤 嘉 彦 君 ）先ほど町長の答弁に若干補足をさせていた

課 長 だいて、回答を差し上げたいと思います。先ほど100,000千円とい

うものが目標ではないと、いただく寄付金であるので、目標ではな

いということで、実績をもとに勘案して100,000千円というのを計

上させていただいているというところであります。そして国のふる

さと納税返礼品に対する指導、地場産品であることであるとか、返

礼率の関係、こういったものを国の指導に従いつつ、例えば寄附す

る方の窓口でありますポータルサイトというものがございますが、
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そういったものを、例えば平成29年６月には、楽天というものを追

加をし、さらに平成30年の11月にはですね、ＫＤＤＩ、「Ｗｏｗｍ

ａ！」といいますが、これをポータルサイトに追加をし、返礼品も

様々な返礼品を紹介できるように、いろいろ各方努力をしていると

いうところです。そういった形でふるさと納税そのもののＰＲをさ

せていただくことで、100,000千円の寄附をしていただければとい

う思いも込めてですね、計上をさせていただいたということでござ

いますので、ご理解をお願いしたいというふうに思います。以上で

す。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）学校教育課長。

学校教育 （ 西谷ひろみ 君 ）学校教育課長です。167ページ上段にあり

課 長 ます、情報アドバイザー委託料につきまして、何名分か、また資格

基準は、そして報酬の基準は、というご質問でありますが、まず、

この情報アドバイザーというものについては、大きく２種類の業務

を委託をしております。一つは情報に精通した個人の方を、お願い

をしていますけれども、教諭がパソコンを使って行う日常の校務に

関しまして、そのアドバイスをしていただくというものです。年間

168時間ほどお願いをして、すべての学校に、計画的に訪問をして

いただいいております。

また、二番目としまして、ＩＣＴの授業づくり支援アドバイザー

ということで、こちらにつきましては専門の会社の方に委託をしま

して、ＩＣＴの授業、パソコンを使った授業が効率よくできるよう

に、また子どもたちにわかりやすくできるような授業づくりについ

ての支援をいただいております。また年に一度、全体研修も行いま

して、そこでの講師も務めていただいております。ですので、報酬

というお話がありましたけれども委託料で取っておりますので、委

託料として支払いをしております。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）１番、岡戸章夫君。

１番議員 （ 岡 戸 章 夫 君 ）再質問させていただきます。退職される方、

それから新規採用の方の人数もいただきました。212ページ213ペー
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ジの給与費明細書の所にも、平成30年度現在の平均年齢、それから

31年度の平均年齢ということで、資料の中に職員の方の平均年齢な

どが掲載されていますけれども、ここ近年ではだいたいこのぐらい

の平均年齢、構成かなと思いますけれども、もう少し遡って、ここ

10年くらいのスパンで見ますと、この森町の職員の方々の平均年齢

っていうのは、大きく、例えば若くなってるとか、それとも平均し

てずっとそんなに変わらないのかなと、そういったことがもし分か

れば教えていただきたいと思います。と言いますのは、やはり若い

人の活力というのは、やっぱり非常に大きな武器となります。それ

から、もちろんベテランの方のそういった培ってきたノウハウとい

うのは非常に大事だと思いますけれども、そういったところで森町

の、この庁内では、どのような形で推移しているのか、少し教えて

いただきたいなと思います。

それともう一つ、ふるさと納税に関してです。町長、それから企

画財政課長から、それぞれお話しいただきました。説明いただきま

した。自分もその辺は承知はしておりますけれども、ただやはり、

他の自治体の進め方を見ますと、そうは言っても、やはりいろんな

形で頑張っておられるところがあるので、やはりグレーゾーンのと

ころでいろいろ進めろとは言いませんけれども、やはりもう少し力

を入れていくことが必要かなと思います。特に、確かにこの寄附を

いただくということが、もちろんそのベースになってるんですけれ

ども、森町の町内の人たちが、そういう返礼品を出すことによって、

また新たに返礼品を開発したりして、それに加わっていくというこ

とで、経済というか、この町の中が活性していくっていうところが

やはり、非常に一つのポイントだと思いますので、そこら辺のテコ

入れを、より必要かなと思いますけれども、そこら辺の取り組みに

ついてもう一度、お考えをお聞かせいただきたいと思います。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）総務課長。

総務課長 （ 村 松 利 郎 君 ）岡戸議員の再質問にお答えします。説明書

資料の213ページの下から二つ目の表に、職員一人当たりの給与、
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それから平均年齢というような表がございます。先ほど平均年齢の

ご質問が出ましたけども、平均年齢につきましては、傾向としまし

てですね、年齢の高い職員が今まで多かったものですから、それが

退職すると、若い職員を採用する。年齢高い職員が多く退職して若

い職員が入ってくれば、平均年齢が下がってきます。今まではだん

だんそういう傾向にあったのですけれども、それはたまたまここで、

31年の１月１日現在と、30年の１月１日現在とを比較をしておりま

すけども、その年ごとにですね、退職する年齢も非常に多い年もあ

りますし、少ない年もありますので、この表だけ見ますと、その傾

向というのは一概に申し上げられませんけども、全体的には少しず

つ若返っているのでないかなと感じています。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）企画財政課長。

企画財政 （ 佐 藤 嘉 彦 君 ）ふるさと納税に関する、他市町等が進め方

課 長 においても非常に頑張っているということで森町もどうか、という

ご質問でありますが、ふるさと納税につきましては、昨今の国の方

の指導が、今まで技術的な助言だったということを踏まえて、新年

度には税制の改正を行うということが、予定はされているところで

あります。具体的には、最後ちょっとお話をしましたが、返戻率あ

るいは地場産品であることと、そういったところに従わない市町に

つきましては指定から外すというような法改正がなされる予定であ

るということでございますので、森町といたしましては、法に則っ

て進めていきたいと考えているところでありまして、先ほど少しお

話も差し上げましたが、やはりふるさと納税そのものをＰＲしてい

くということも非常に大事になってますので、いかに目にしていた

だくかというところも含めて、寄附の窓口でありますそのポータル

サイト、こういったものを少しずつさらに増やしていくような取り

組みを通してＰＲをさせていただく。そういう形で、ふるさと納税

につきましては推進をしていきたい。併せて返礼品についても適宜

追加をして、地場産品等適当なものがあれば追加をさせていただき

ながらＰＲをしていくという形で推進を進めていきたいと考えてお
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ります。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）他に質疑はありませんか。

７番、 筋惠治君。

７番議員 （ 筋 惠 治 君 ）歳出の54・55ページ、８目の先ほど出まし

た地籍調査事業の13,100千円であります。これは毎年のように計上

されてきて、先ほど課長がご説明いただいておおよそ分かりました。

全体の43パーセントだということで三倉が大変大きいんだなと感じ

ておるのと、そこで、過去のデータに比べると今回の地籍調査とい

うのは大変精度が高く、厳密に出てくるというふうに聞いておりま

す。それで地目によって、過去の例えば宅地がとか、農地がとか、

こういったものが過去のデータとどのぐらいの誤差ができているの

か、増えているというふうに私は思っているんですが、そういうデ

ータというのは今あるのかないのか。もしあるのなら、そういうも

のがまだ途中でありますけれども、資料提供できるのかどうか。ち

ょっとその辺りをお聞きしたいと思います。

もう一点はページ数130・131ページ、６款３項２目、一番下の鳥

獣被害対策事業でありますけれども、直近で、もうあと今年度、今

月１か月残っておりますけれども、捕獲の頭数、直近でわかるもの

があれば教えていただきたいいうことと、もう一つ鳥獣被害対策が

例年だいたい同じようになされておりますけれども、この鳥獣被害

が一向に減らないということで、何かもう少し新たな対策を講じる

べきではないかなと思っていますが、その辺は産業課ではどのよう

に、検討することがあるのかないのか、教えていただければと思い

ます。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）建設課長。

建設課長 （ 中 村 安 宏 君 ）ただいまの 筋議員のご質問でございます

けれども、地籍調査の精度の差といいますか、面積の差はどのくら

いだというご質問だと思いますけれども、地籍調査自体は、過去に

行った地籍調査については、平板測量ということでやっておりまし

て、それについてはやっぱり精度自体はあまり高いものではなかっ
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た。今は光波測量と言いまして測量の機器を使って、レーザー光線

等を使って精度の高いものを成果としてあげておりまして、面積等

も正確に出るということでございます。 筋議員のおっしゃってい

るのは、登記簿上の面積、現在と地籍調査後の面積の差というご質

問かと思いますけれども、それを全て一覧とかにして差をまとめて

あるという資料はございません。やはり一筆づつ、調査前と調査後

を比べて面積の差を見る必要があると思いますけれども、宅地等に

ついては、当然面積が違ってくると思いますけれども、そこまでの

びっくりするような差はないと思いますけれども、山林等につきま

しては、やはり昔の登記の面積と実際に山に入って測量した面積と

いうのがかなり違うということで聞いておりますけれども、具体的

にどのくらいだというデータ自体は今のところ持ち合わせがござい

ません。申し訳ありません。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）産業課長。

産業課長 （ 長 野 了 君 ）産業課長です。直近の捕獲の頭数というこ

とと、一向に減らないので新たな対策はどうかということでござい

ます。平成30年12月13日現在が直近の数字になっておりますけれど

も、猪が189頭、鹿が15頭、カワウが８、アオサギが12羽というこ

とで合計で224でございます。平成29年度を参考までに申し上げま

すと、猪が269、鹿が20、カワウが７、アオサギが14ということで

合わせて310ということで、猪については今年度に限って言えば、

昨年とは合計でも少なくなるじゃないかなというような担当の話で

ございます。新たな対策をということでございますけれども、課題

とするとまずは今有害鳥獣に携わって、また協力していただく方の

高齢化といいますか、そういうところがまず大きくは課題なのかな

とは思っています。なので、町として若い方に入っていただくとか、

猟友会の方にいろんな人に参加していただくとかというのがまず一

つはあるのかなとは思っております。

もう一つは、わなにかかる時に、猪については、鹿もそうですけ

ども、雌なりが入った方が有効的だよということ。あとはできれば、
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いっぺんにたくさんの数を獲りたいというところもありますので、

大きなわなをちょっと試行的にやるとかといったことについては、

来年度やっていきたいなと少し思っております。私も産業課に来て

１年目でございますけれども、やはり夏秋については、それこそう

りぼうばっかり取れるというのが多くは見られます。やはりその母

親の方が利口ですので、子どもが先に入ってわなにかかって、小さ

い方が４頭とかあるとか、僕も初めて産業課に来ましたので、ちょ

っとかわいそうだなと思うところもありますけども、それはそれと

して、そういったところで例えばいっぺんに入るような仕掛けであ

るとか、そういったいろんなところを事例を見ながら少しずつ工夫

しているところもございますので、繰り返しになりますが、協力し

ていただいている方の協力を、高齢化なり、新たな方に入っていた

だくということと共に、そういった少しでも工夫をしていきたいな

と考えておりますので、またご理解をいただきたい、またご協力を

いただければと思いますので、よろしくお願いします。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）７番、 筋惠治君。

７番議員 （ 筋 惠 治 君 ）鹿の駆除のことでありますけれども、昨年

も予想同じような頭数かなと思います。猪は若干まだ12月以降の数

字がありませんのではっきりしませんけれども、おおよそ同じにな

るのか、若干減るのかと思いますけれども、私の地域でも、植えた

桜やもみじ、それから町有林もそうですけれども、木の皮まで食べ

てしまういうことでかなり被害が出ております。できれば鹿の駆除

に有効な何か対策を講じていくべきかなとも思っているわけですけ

れども、その点是非考えていただきたいなと思います。先ほども小

澤議員から出ましたけれども、以前春野町ではジビエの加工の処理

場ができたということで、森から春野町に持っていくと、やっぱり

捕獲して、例えば死んだものを持っていくと１時間、もしくは１時

間半の間に届けないと加工できないというふうな規定があって、持

って行っても間に合わないということで、できれば、今まで、今度

無線で知らせるようになっている、捕獲をして、その場合は生きて
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おりますので、それは処理がしやすくなるのかなと思うですが、今

まで箱にかかったものというのは、やっぱり個人々々が猟友会で処

理していたのか、そういった、また今度かかったものもそういう方

法を取るのか、その辺り、もし詳しく分かったら教えていただきた

いなと思います。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）産業課長。

産業課長 （ 長 野 了 君 ） 筋議員の再質問にお答えします。今ご質

問のあったように鹿の被害については担当の経験からしても、被害

が増えてるのかなというのはございますので、わなの大型化を図っ

たり、または鹿の、他のわな、どういうものが効果的かというのを

検討して、予算の中で出来る範囲で、ご指摘いただきましたので検

討していきたいなと思います。あとその今回の感知システム等につ

いて、またわなにかかったものの処理、ジビエの利用という事でご

ざいますけれども、今現在私が知ってる範囲では、それこそかかっ

た地域とか、後はその人が、ジビエとして少し加工される方はいら

っしゃいますので、その個人的なつながりの中で、猪なり何なりを

処理しているという状況でございます。今回の感知システムについ

てはモデル的に一部地域でやりますので、それが今後どれだけ効果

的かどうかというのを検証した上で、先ほども少し申し上げました

けども、趣旨としては効果的な見回りというところが一番の趣旨で

ございますので、それを踏まえてうまくいけば、逆にまた今何回か

ご指摘いただいてるように、そこがうまく新鮮なお肉ということに

つなげていければなとは思いますけれども、課題として受け止めさ

せていただきたいと思います。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）他に質疑はありませんか。

９番、鈴木托治君。

９番議員 （ 鈴 木 托 治 君 ）鈴木托治です。よろしくお願いします。私

は第一常任委員会に所属しておりまして、第二常任委員会のいろん

な予算書の大きな問題点は、皆さんが指摘したとおりありまして、

私は本当に小さな、ごみを集めながら最後の質問をさせていただき
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たいなと思っております。まず歳出の117ページですが、ここの住

民生活課の生ごみ処理機設置費補助金300千円ですけど、これは何

人分の補助金であるのかということと、もう一つ、この生ごみ処理

機が本当にこう有効なもので効果があるものならもっともっと大き

く宣伝して、皆さんに使ってもらうべきじゃないかと思いますけど、

その点どのように考えているか、お聞きいたします。

次に135ページです。この産業課の町民の森の管理事業について

ですけど、一番下の委託料（施設管理）の中で、町民の森維持管理

業務委託料1,199千円と、植樹管理業務委託327千円がちょっと重な

ってるような感じがありますので、そこら辺の棲み分けをもう少し

はっきりした言葉で教えていただきたいなと思います。

それとその次が137ページで、産業課の花火大会補助金900千円で

すけど、去年は花火大会がもし雨の場合は、補助してもらった一般

の人を含めてお返しはしない。だからそれをもらっちゃう。要する

にいろいろ警備とかいろんな問題で、当然２割とか３割という金が、

やってもやらなくても出て行っちゃうから、もう寄附金は返しませ

んよというようなことで商工会で決めたわけですけど、その方針そ

のものは、おそらく私も商工会の役員辞めたので、変わっていない

と思いますけど、その点もし中止になった場合のこの900千円は、

そのままそのような商工会の規定というか話し合いの中で、寄附し

ちゃうのか、あるいはそれだけは返金してもらうのかというその点

をお答え願いたいと思います。

それと産業課のそのページの終わりの方に、一番下の太田川漁業

協同組合補助金200千円に関してでありますが、私はこれ鮎に特化

したいろいろなことをやるためにやっぱり町から補助金もらった

り、あるいは組合員から組合費を取って運営しているわけですけど、

私は鮎だけじゃなく、毎回前から思ってますけど、やっぱり鮒とか

鮎とかそういう昔の魚が生き生きと泳ぐようなそういう川じゃない

と、本当に子どもたちが川にいて遊んでるということはできないと

思いますので、漁業組合の組合長は誰か知りませんけれども、でき
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るだけそのように、生きた川にしてもらいたい。そのためにはもう

ちょっと補助金を増やしてでもいろんな魚を、いろんな昔いたよう

な魚をもういっぺん復元するっていうか戻してもらうようなそうい

う政策をしていくべきじゃないか、それが本当に自然にマッチした

我々人間の生き方じゃないかと思いますので、この点をお答え願い

たいと思います。

それと次に141ページでありますが、産業課の森町体験の里指定

管理料、こいつも30,000千円ほど補助しているわけですけど、本当

に毎年のように３千万円の赤字が累積していくようなら10年経てば

３億ですよね。そのようにもうはっきり分かってるものにお金を使

うということ自体ですね、それ本当に何の目的になるのかと。それ

ならばまず他に使うべきじゃないかと思うし私は、皆さんもそうだ

と思いますけど、かねがね、今までのままなら同じように３年前の

赤字は継続しますよ。だからもっともっと大勢の人が集まって体験

の里そのものが、黒字にならんまでもほとんどその中でやってける

ようなそういう体制に持ってくべきでありまして、上下水道とかあ

るいは天浜線、病院、これはそれぞれに補助金、繰出金を出してい

るわけですけど、それはそれなりに意義があることです。生活の足

とかあるいは飲み水、そしてまた病院なんかでも健康という意味で

出す、いくら多く出そうが出さまいがともかくとして、それだけの

意義のあることに対してはいいですけど、この体験の里そのものは

私どうもこう納得のいかん、地元のためにとかいろいろ言いますけ

ど、それならばそこらじゅうにそういう地元のための施設を作って

くれりゃいいことでありまして、まさにいろんなこと知恵を皆さん

絞ってね、そうしてその中で立派に経営できてくというようなこう

いう方法を取っていただきたいなあと、考えるべきだと思います。

今年から、杉山さんだったと思うですけど、支配人になったという

ことで、そのような考えであるかは分かりませんけど、とにかくこ

れでいいんだというようにして毎年のように赤字を積み重ねていく

やり方は反省していただきたいなと、このように考えております。
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それとあと153ページですけど、建設課の一番下の0002公園整備

費で、公園施設整備工事といって819千円ありますが、実は私飯田

小学校の振興会の顧問でもありまして、もうあと二人ほどこの前い

て、その時に学校の校長先生の方から子どもたちの体力のあれが出

てきました。その時にちょっとこういうふうにダブってる、ごめん

なさい若干ちょっとずれてるとこあるかもしれんけど言わせていた

だきたいと思いますけど、資料をたぶん教育委員会の方から、教育

長の方から小学校に送ったんじゃないかと思いますけど、ものすご

く子どもたちの握力が弱いとか、そういう全国平均からしてももの

すごく体力が劣化しているということで、何とかこの全国並みに体

力をつけるようなことをしていかなければならないということで、

学校からある提案がありました。これはあの公園にもそれをつけて

もらいたいっていう意味で言いますけど、ジャングルジムのような

ものをもう一度つけてもらって、それでこういうふうにもう、そし

て小学校にもそれをつけてもらうことによって、体力が向上すると。

だから是非ともそれをやってもらいたいということで校長先生から

お願いされました。そして、我々には振興会費というものがありま

して、飯田と宮園校区だけしかありませんけど、我々町内会長及び

顧問は全員、じゃそれを、その金でジャングルジムを買う、作ると

いうことを町に交渉しますよということで言いました。これは是非

とも、学校側がそれは作らないという、作らないというかお金がな

いとかという問題ならば、私は、この金を使って、強引にでも、学

校に作らせたいと思います。そういう危険といっても、危険を伴う、

それを避けるのが人間の知恵なんです。だから安全を主張したら子

どもたちは成長しないんですよ。だからそういう意味で、是非とも、

本来なら学校の設備として作ってもらえればいい。だけど、あるい

は公園として作ってもらいたいと、公園にも作ってもらいたいと、

そういうことで学校とダブって、両方作って、もっともっと子ども

たちの体力を作りたい。今はもうスマホばっかりやって何にも外に

出んで遊ばんというようなこのような大人たちが、大きくなってい
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ったらどうなるのかといって、私本当恐ろしい気がするんですけど、

そういう意味でやっぱり子どもは外で遊ぶんです。大人は家にいて

もいいけど、子どもたちに外で体力つけるような、そういうような

生き方を教育としてさせるべきだと思いますし、そういうジャング

ルジムみたいなものを公園に設置する意思があるのかどうか。その

点もお願いしたいと思います。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）最後の質問については学校教育課の関係で

本人は第一常任委員会ですので、また委員会の中で言っていただい

たらいいとは思いますが、支出の方の費用として出しているところ

が、歳出の方が建設課の中の公園の中で出したらどうだということ

で今言われてるんでしょうか。

９番議員 （ 鈴 木 托 治 君 ）違います。公園にもね、そういう施設を作

ってもらいたいってそういう意味なんです。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）建設課の中の管理している公園にという意

味ですね。

住民生活課長。

住民生活 （ 幸 田 秀 一 君 ）住民生活課長です。鈴木托治議員のご質問、

課 長 116・117ページの、生ごみ処理機の設置費補助金についてでござい

ます。交付要綱によりますと、生ごみ処理機設置費の３分の１を、

設置費の３分の１として２万円を限度に支給するということになっ

ておりますので、15機分を計上させていただいております。中遠ク

リーンセンターの報告にもありますが、なかなか厨芥類、水分を多

く含んだ生ごみが運ばれてくるケースは相変わらず多いかと思いま

すけども、生ごみ処理機を設置することによって、水分を取って、

たい肥にも使える、また余分に燃料を使っていたものを少ない燃料

で焼却できるというようなメリットもあります。ごみの減量化にも、

延いては繋がるものかと考えられます。制度の周知のためには、こ

れまでも広報、回覧、ホームページ等で紹介はさせてもらっていま

すけれども、今後も引き続き広報に努めてまいりたいと考えており

ます。以上です。
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議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）産業課長。

産業課長 （ 長 野 了 君 ）産業課長です。鈴木托治議員のご質問にお

答えします。４点ほどあったかと思います。まず最初に説明書134

・135ページでございます。町民の森に関するご質問です。町民の

森維持管理業務委託料と植樹管理業務委託料の整理についてといっ

たご質問かと思います。町民の森維持管理業務委託料につきまして

は、町民の森のトイレの清掃管理の業務委託でありますとか、通常

の施設の清掃管理に関するもの、簡単な草刈りとか補修とか、そう

いったものになりますけれども、そういったものに関しまして、シ

ルバー人材センターに委託をして行なっているというものでござい

ます。

植樹管理業務委託料については、それこそ合併60周年記念に記念

植樹を行いました。その管理の業務を行っているということでござ

いますので、中身につきまして違いまして、また記念植樹に関して

は、これまで継続的にどこにどういったものが生えてるかとか、そ

ういったものを経験のある業者に委託しておりますので、ここにつ

きましては違った整理で対応しているというところでございます。

２点目、136・137ページ、花火大会の900千円でございます。雨

の時中止になった時にどういう扱いをするのかといったご質問かと

思います。それこそ花火については、例えばすごく前から、その日

台風が来て、絶対中止になるよということであれば、当然花火の卸

のところにお話をして、もう中止にするよということになるんでし

ょうが、そういった場合は、それを私の記憶で一回、何年か前に延

期したことがあると思いますけども、基本的にはその延期という対

応になるのかなと。また、花火大会をやるよといった時にも花火は

ほとんど買い取りになるそうです。私も今年それこそそういったと

ころをお聞きしたんですけれども。あとは例えばじゃあ交通整理の

お願いする、当日の途中になって中止にするといった時に、その方

々の人件費を払わなくていいかとなりますと、当然来ていらっしゃ

るわけですから、そこはどういう契約を商工会の方でなされてるか
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分かりませんけども、丸々返ってくることは当然ないだろうと思い

ます。それが何割なのか全額なのか、それこそ旅行のキャンセルと

一緒で当日はもう100パーセントだよといった整理なのかなと想像

いたしますけれども、そういった整理の中で、その商工会さんがど

うお答えしたかというのを私は存じませんけれども、寄附金はお返

ししませんよということなのかなと。その中で町としてその900千

円をどうするかということなんですけども、そこは具体的な、どう

いった状況で中止になったのかとか、その時間とか、後はどういっ

た経費が実際にかかっているかとかということを精査した上で、そ

の900千円に対してどういった形で支払うのかという整理になろう

かと思いますけれども、先ほど申し上げましたように、一旦開催す

るとなりましたら、恐らく多くのお金がもう出て行くんじゃないか

と思いますので、そこは当然その時の状況によりますけども、そん

なに減額して払うといった状況にはならないのかなと。それはあく

まで想像で申し訳ないですけども、そういうふうに考えております。

137ページの太田川漁協組合への200千円の補助でございます。こ

れに関しましてはそれこそ補助に対して、内水面の動物の適正管理

を図るといったことで、定額の補助でございますけども、支出させ

ていただいて、いろんな取り組み、活動をしていただいております。

鮎に特化せずということでございますけれども、専門家を前にして

なかなか言いづらいですけども、私の考えとしては、鮎が住めばや

はりそれだけきれいな川になるといった象徴なのかなと思っており

ます。だからこそ、その鮎に対していろんな地域で、いろんな川で

思い入れがあったり、多摩川や荒川で鮎は帰ってきたよといった整

理なのかなと思っておりますので、その特化したとおっしゃいます

けどもそれはあくまで象徴であって、また当然鮎釣りというのもあ

りますけれども、鮎が帰ってくれば他の動物なり魚も住めるといっ

た意味で、活動なさってるのかなと理解しておりますし、それに対

する支援だと考えております。

アクティ森の指定管理料についてでございます。これについては
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アクティ森はあくまで町の施設でございます。それに、施設を使っ

て、観光なり地域活性化なり、森町に来た人に寄っていただくとい

った施設でございます。ですからこそ、赤字ということではなくて、

指定管理料、あそこの施設を運営するに必要な経費として30,000千

円支出をさせていただいておりまして、その中でいろんな活動なり、

森町のＰＲ、またはいろんな体験をしていただいております。です

ので、この指定管理料をどうみるかということでありますけれども、

それは赤字と見るのか、当然アクティ森については公園的な要素も

ございますので、森町に来たら、アクティ森には寄ってみようかと

いった、皆さんがそう思われるような施設にしていきたいなという

ふうな中での指定管理料としての30,000千円ございますので、これ

については今後とも継続した形でやりながら、当然議員おっしゃる

ようにいろんな努力なり創意工夫なりというのが必要かと思ってい

ます。先ほどご発言にもありましたけども、それこそ平成３年から

いろんな取組みをして、最初はアクティ森については、それこそ国

会議員の方も視察に来られるような施設でございました。当初携わ

った者に、今回そういった立場をなっていただいて、要はもう１回

原点に帰って、アクティ森の管理運営を考えていこうといった趣旨

もございますので、今後、町としてもそういった中で、出来る限り

の支援、または二人三脚でアクティ森を盛り上げていくといったふ

うに考えておりますので、是非議員にもご理解いただいて、ご支援

していただきたいなと考えておりますのでよろしくお願いします。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）建設課長。

建設課長 （ 中 村 安 宏 君 ）建設課長です。鈴木議員のご質問にお答え

します。ページは153ページ、公園整備費のうち工事請負費、公園

施設整備工事の件でございます。子どもたちの体力づくりのために

も、ジャングルジム等の遊具を作ってはどうかというようなご質問

だったと思いますけれども、参考に今年度のこの公園の施設整備工

事の内容をお知らせいたしますと、老朽化に伴いまして、修繕的な

工事となってしまいますけれども、第二公園にベンチを１基設置す
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る。それから大門東公園にベンチを２基設置する。それから森第一

公園のトイレを洋式化するということで考えておりまして、合計で

819千円という金額になります。残念ながらジャングルジム等の工

事等は計画はされておりません。この森町の都市公園でございます

けれども、ほとんどが昭和50年代から始まりました、土地区画整理

事業による公園ということで、30年から40年くらいの年数が経過し

ているということで、遊具についても大変老朽化が進んでおりまし

て、毎年遊具の点検を行った中で、大型遊具の更新とかそういう話

も出ております。子育て支援とか少子高齢化、そういうものの対策

として、今後は遊具の点検の結果を踏まえて計画的に更新等、検討

する必要があるとは考えておりますが、具体的にどのような遊具を

つけたりとかというところはまだ計画はされておりません。今実際

に現存する遊具については、結構大型遊具もございまして、第一公

園には大型のコンビジムということで、これはジャングルジム的な

要素も含まれたような遊具があります。こういう遊具についても、

先ほど言いましたとおり老朽化が進んでおりますので、更新なりの

対応はしていきたいと考えておりますので、今特に先ほど議員ご指

摘のとおり、危険だから取ってしまえというようなところも結構あ

るんですけれども、安全でかつ子どもたちの体力づくりに繋がるよ

うな遊具があったら、そういうものも検討する余地があるのかなと

今のところ考えております。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）９番、鈴木托治君。

９番議員 （ 鈴 木 托 治 君 ）非常に小さな問題ではありますけど判断に

迷うようなことばっかりの質問だったと思います。とにかく我々は

町民の代表として選ばれているわけですから、とにかく町民の皆さ

ま、そしてまた環境が良くなるためにはそういう環境が良くなって、

子どもたちが健全に生きていけるためには、それぞれの課でそれぞ

れの努力をしながら、森町を発展、成長させていかなきゃいけない

んじゃないかなと思っておりますので、是非とも、できるものとで

きないもの、これは分かっておりますので、そこら辺も取捨選別し
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ながらやっていっていただければいいと思います。お答えは結構で

すので、いろいろその点努力していただきたいと思います。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）他に質疑はありませんか。

（ 発言する者なし ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）「質疑なし」と認めます。ここでしばらく

休憩をします。

（ 午後２時３４分 ～ 午後２時４４分 休憩 ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）休憩前に引き続き会議を開きます。

日程第15、議案第18号「平成31年度森町国民健康保険特別会計予

算」を議題といたします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

10番、西田彰君。

10番議員 （ 西 田 彰 君 ）１点、またこの国保が、県が主体となって

行われるようになるわけですけども、その間保険料の、３年あまり

の猶予があって、各市町が今徴収しているので行くということが変

わってくるわけですけども、保険料が県単位化で今後どのようにな

っていくか、課として推測をしているのか。その辺をお聞きしたい

と思います。それから過去高額となった一般被保険者の療養費は最

高いくらぐらいの高額療養費となったのか分かれば教えていただき

たい。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）住民生活課長。

住民生活 （ 幸 田 秀 一 君 ）住民生活課長です。国保が今年度から財政

課 長 運営が県単位化になりました。まだ実際は１年丸々経っていないの

で、30年度の決算も出てない状況でございます。保険税が今後どの

ようになっていくかということでございますけれども、保険税とい

うのは医療分と介護分と後期支援分という三つを足して保険税とし

て皆さんに納めていただいているという状況でございますが、今の

ところ何とかギリギリのところでは、森町としてはやっていってい

るわけなんですけども、被保険者数も今後減少していく、後期に移

っていくとか。あと短期のパートタイマーが社会保険に入っていく
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とかというと、被保険者も今後多少なりとも減少していくのかなと

いう感じがします。一方医療費としましては、高度の医療を受ける

方もいらっしゃいますし、高齢な方がだんだん、74歳までなんです

けど、被保険者数に占める割合っていうのはかなり多いもんですか

ら、病院へ受診する機会というのはかなり増えて、医療費は少なく

ともこれから増えていくのかなという感じはしております。それが

保険税にどのくらい影響するかと言いますと、実際は、医療分につ

いてはなんとかギリギリかなというところで今推移しているのです

が、後期支援金分と介護保険分というのは、当然ずっと高齢化社会

になっていくにしたがって給付費も増えていきますので、今後はそ

の部分というのは、不足してくる予測がします。ただ、今回30年度

から県下全体で財政運営をやるようになりましたので、森町だけが

突出して高くなったとしても県下全体でならして、一つの保険者と

して静岡県が保険者となっておりますので、実際はその中でどうい

う医療費水準を占めるのかというところが大きくなってくると思い

ます。逆に森町はそんなに医療かからなくても、大きな保険者、例

えば静岡市とか浜松市とか、そういう大きなところで高額の医療が

かかっていけば、それに引きずられて療養給付引きずられて上がっ

ていくという状況になりますので、現時点では30年度の決算も出て

ませんし、なかなかちょっと今読みにくい状況であるかと思います。

あと２点目の高額の最高額。これまでいくらだったかというのは

資料を持っていないものですから分からないんですが、なかなかど

の範囲でそれが高額で支払うというのを出すのもちょっと時間がか

かるのかなと思いますので、ちょっとお答えは今のところできない

ようなことです。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）10番、西田彰君。

10番議員 （ 西 田 彰 君 ）国保の、本来は今課長がおっしゃったよう

に、被保険者は減る、だけど医療費は上がるということで、その言

葉でいけば、負担が多くなるということだと考えられますよね。今

全国知事会とかそういうところでも、この国民健康保険に対する国
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の財政支援というものが、もうやるべきだというような声も出てい

ると思います。それで１兆円規模の財政投資をすればかなり保険料

の負担を減らすことができるというような試算も出ている中で、町

としても、そういった町民に負担がもう明らかにかかるではないか

というふうにちょっと予想される中では、そういった全国の市町村

会、また知事会とも連携した、そういった要望というものも出して

いかなければいけないと思うんですが、そういったことは今のとこ

ろ町としてはやっていないということでよろしいでしょうか。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）住民生活課長。

住民生活 （ 幸 田 秀 一 君 ）県、国への要望ということでございますが

課 長 当然県としましても、全国的な都道府県単位化をしてるわけですの

で、当然公費は国庫からは入っているんですが、実際にその見極め

をして、必要とあれば、今後そういうような陳情というか要望をし

ていくようになるかと思います。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）他に質疑はありませんか。

（ 発言する者なし ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）「質疑なし」と認めます。

日程第16、議案第19号「平成31年度森町後期高齢者医療特別会計

予算」を議題といたします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

（ 発言する者なし ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）「質疑なし」と認めます。

日程第17、議案第20号「平成31年度森町介護保険特別会計予算」

を議題といたします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

（ 発言する者なし ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）「質疑なし」と認めます。

日程第18、議案第21号「平成31年度森町公共下水道事業特別会計

予算」を議題といたします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。
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10番、西田彰君。

10番議員 （ 西 田 彰 君 ）17・18ページの地方債の関係なんですが、

これは最終的にこのまま今の下水道事業計画を進めていく場合に、

下水道事業債はいくらぐらいになっていくのでしょうか。そしてま

た事業が終わったとして、この負債を償還するには何年かかってい

くのか分かれば。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）上下水道課長。

上下水道 （ 高 木 純 一 君 ）上下水道課長です。起債の償還の関係のご

課 長 質問でございますけれども、起債の償還、それこそ今現在、12月議

会でお認めいただいた全体の計画とか営業計画どうなるかによって

もまた変わってきますが、前回の全体計画を組んだ時の全体、事業

計画から見ますと、その時点では全体で起債が概ね65億程度、財源

として必要なのではないかということになっておりました。それこ

そ償還については40年程度かけて償還していくということで、例え

ば現在の全体計画、平成46年度が最終年度ということですので、そ

のまま最終年度まで借りて返していくっていうと、平成86年度とか、

だいぶ気の遠いような話にはなりますけれども、長期的に使ってい

く施設ということになりますので、世代間の公平も考えながら、財

源の均等化と申しましょうか、特定の世代に負担がかからないよう

な形で整理し、長期的な形で償還していくということになろうかと

思います。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）10番、西田彰君。

10番議員 （ 西 田 彰 君 ）本当に気が遠くなるような話だと思います。

以前、長野県の泰阜村は、下水道工事をもう民間にするではなくて、
やすおか

自前で地元の業者に頼んで、本当の下水道ではあるけども、簡易的

な下水道工事ということで、ほとんど借金は、もちろん国の補助も

貰わなくてやったというのを聞きました。こういった大きい金額が

将来、平均して払っていかなければならないということなので、こ

の間も質問しましたように、やっぱり本当に精査した計画を立てて

もらいたいなと考えています。答弁いいです。
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議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）他に質疑はありませんか。

（ 発言する者なし ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）「質疑なし」と認めます。

日程第19、議案第22号「平成31年度森町大久保簡易水道事業特別

会計予算」から日程第21、議案第24号「平成31年度森町大河内簡易

水道事業特別会計予算」まで議案３件を一括議題といたします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

（ 発言する者なし ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）「質疑なし」と認めます。

日程第22、議案第25号「平成31年度森町水道事業会計予算」を議

題といたします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

10番、西田彰君。

10番議員 （ 西 田 彰 君 ）８ページをお開き下さい。石綿管取替工事

のまず進捗状況と、あとどのくらい工事が残るのかという問題と、

委託料、基本設計、町道森宮線配水管配水本管布設替工事測量設計

業務委託料4,212千円とその上にもあります、17,011千円という設

計委託料がありますけども、これを、工事をしていくとなるとどの

ぐらいの工事費がかかってくるのか、ある程度計算をされているの

でしょうか。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）上下水道課長。

上下水道 （ 高 木 純 一 君 ）上下水道課長です。石綿管の関係ですけれ

課 長 ども、ちょっと29年度末の数字で申し上げますけれども、整備率が

85.4パーセントということで、残り、石綿管の残存率が14.6パーセ

ント程度ということで、今数字を把握しております。委託料の関係

でございますけども、まず南部配水池の関係ですけども、今年度基

本設計というのを計上させていただいておりますけれども、今時点

の計画でいきますと来年度詳細設計、これが概ね900万程度ですか。

南部配水池の増設が、ちょっと正確なあれですけど本年1億6,000万

程度配水池増設ということで、かかるのではないかということで考
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えております。森宮線の方は、それこそこれから設計していくとい

うことで今現在具体的な工事金額というのは出ておりません。それ

からもう一つの委託料でございますけれども、第三水源についてそ

れこそ設計業務ということでこちらそれほど大きな金額はかからな

いと思いますけど数十メートル程度の導水管の敷設替えということ

ですので、そちらはそれほど金額はかからないと思います。すいま

せん設計の関係でいくらというのは、南部配水池はある程度計画を

立てておりますけど、残り２本については、はっきりした数字を今

申し上げられません。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）10番、西田彰君。

10番議員 （ 西 田 彰 君 ）石綿管がここまで整備されてきてあと残り

が14.6ということなんで、やはりこれは早く石綿管を交換はやって

いただきたいなと思っていますし、この、今言われたように南部配

水池、最終的に工事やってると１億６千万、水道、大事な町民の命

の水でございますので、必要なところはやるようになっていくとは

思いますけども、そのために、やっぱり一番私は何回も申し上げて

しまうのですけども、受水費のやはり見直しとか、そういったもの

にもちょっと必要になるんではないかなと。これからかかる維持費

を見ていきますと、こういったところから節約していかないと、そ

のお金が最終的には町民への負担に、水道料値上げというようなこ

とも引き起こしかねないんでね、この辺今の水道からの水道料のあ

れをどういうふうに今対応しているのか、分かったら教えてくださ

い。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）上下水道課長。

上下水道 （ 高 木 純 一 君 ）上下水道課長です。企業局の、それこそ受

課 長 水料金の関係ですけれども、受水料金につきましては、県で５年ご

とに見直しをされておる。平成31から35年度というのが今回の料金

算定期間ということでございました。これに向かって県の方でも更

新のマスタープラン、それから経営戦略といったものを策定する中

で、それによってどのくらい費用がかかるかというのは、受水５市
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町に投げかけてきたものですから、５市町の方でもその算定内容に

ついてどうかということで、重々協議を重ねてきたところでござい

ます。県としては、今後の更新とか経営を考えると若干の値上げを

したいというような、一時ご意見もございましたけれども、受水５

市町としては、企業局の示した経営状況とか、そういったものを考

えるとむしろ値下げも可能ではないかというようなことで協議を進

めましたけれども、結果的には現状維持といいますか、企業局に対

する受水市町の要望によって、現況の基本料金33円／立米、使用料

金が11円／立米ということで落ち着いたというところでございま

す。今後に渡っても、今回かなり受水市町側でも企業局の示した算

定内容について細かくちょっとご質問等させていただきました。今

後の５年間についても、今回企業局のお示しいただいたその見込み、

総括原価というような言い方をしてますけども、それが見込んだも

のが今後の５年間で実績としてどうかというものは、その年度ごと

に検証させていただきたいということで、県の方に申し送りさせて

いただきました。今後県のお示ししていただく受水費については、

市町側でも具体的にこの金額はどうかというようなことを、ご意見

あるいはご質問させていただきながら進めていきたいなと考えてお

ります。それで先ほど南部配水池の増設工事の関係ですけれども、

増設工事そのもの１億6,000万ということでをお示ししたのですが、

その他耐震化詳細設計とかそういったものまで含めると、およそ２

億5,000万ほどかかりますのでちょっとご承知おき下さい。以上で

す。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）他に質疑はありませんか。

（ 発言する者なし ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）「質疑なし」と認めます。

日程第23、議案第26号「平成31年度森町病院事業会計予算」を議

題といたします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

８番、中根幸男君。
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８番議員 （ 中 根 幸 男 君 ）８番、中根幸男です。１点質問させていた

だきます。１ページの第２条に（３）に、主要な建設改良事業とい

うことで、イとしまして医療機器購入16,170千円、ロとして備品購

入が102,304千円とあります。これは具体的な内容として、次の２

ページ第11条に重要な資産の取得ということで取得する資産は医療

機器デジタル歯科エックス線撮影システム一式、備品が電子カルテ

システム一式とありますけれどもこの内容について伺いたいと思い

ます。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）病院事務局長。

病 院 （ 高 田 志 郎 君 ）病院事務局長です。ただいまの中根議員の

事務局長 ご質問にお答えいたします。説明の方は予算書の25ページの資本的

収入及び支出の明細書というところをご覧いただきたいと思いま

す。25ページです。その中に、下欄の表の支出というところの建設

改良費のところで説明をさせていただきます。まず、１の医療機器

といたしまして、16,170千円は主なものといたしましては、先ほど

ありましたデジタル歯科エックス線撮影システムです。このデジタ

ル歯科エックス線撮影システムについて参考までに申し上げます

と、パントモ撮影装置といわれるものでありまして、歯科にかかっ

た方は一度はおそらく検査したことがあるのではないかなと思いま

すけれども、顔のあごを土台の上に固定いたしまして、装置が顔の

周りを回りながら撮影を行うものです。結果として１枚の画像に全

ての歯と歯周組織、あと上下のあごの骨の状況などの全体のパノラ

マレントゲン写真を撮影することができる装置です。

今回デジタル化されることによりまして、今までより撮影時間が

短く、かつ少ない放射線量で高画質な画像が期待できるものでござ

います。現在の機種は新病院の開設された平成９年に導入されたも

のでありますので、来年度更新を検討しているところでございます。

次の２の備品購入として102,304千円につきましては、電子カル

テシステム機器更新費用と患者用ベッドなどの内容となっておりま

す。電子カルテシステムについて申し上げますと、平成23年12月に
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森町家庭医療クリニックがオープンいたしましたけれども、その時

から電子カルテシステムが本稼働いたしまして、クリニックにおき

ましては構築から、31年度で８年が経過することになります。森町

病院につきましては平成26年２月に本稼働しておりますので、平成

25年の構築から６年が経過ということになります。システムの構成

要素といたしましては、サーバーとかネットワークキー、あとパソ

コン端末、電子カルテのアプリケーションなどでありまして、平成

31年度と32年度の２年間をかけまして、約２億円をかけて更新して

いく予定でございます。ちなみに平成31年度は98,125千円を予定し

ております。以上となります。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）８番、中根幸男君。

８番議員 （ 中 根 幸 男 君 ）大変、電子カルテシステム、将来的なシス

テムということで、これは必要なことかと思いますが、具体的など

んなような効果があるのかという点について１点だけ伺いたいと思

います。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）病院事務局長。

病 院 （ 高 田 志 郎 君 ）病院事務局長です。ただいまのご質問にお

事務局長 答えします。電子カルテシステム、非常に高価なシステムでござい

ますけれども、システムとしましては紙のカルテを電子的なシステ

ムに置き換えてデータベースに記録していくようなシステムであり

ます。もう一つ、以前電子カルテの導入前からオーダリングという

ようなシステムもありましたけど、そんなシステムも包含したシス

テムとなっております。メリットといたしましては、受付業務の軽

減、あとカルテの記録が楽になるというような業務効率化の面と、

あと検査結果につきましても、自動的にシステムの方に取り込める

ような仕組みになっておりますので、そういった効率化の面、紙カ

ルテと違って保管スペースが要らないということで、保管スペース

の減少という効果。あと見たい情報がリアルタイムに常に見れると

いうような効果がございます。あと最後です。紙カルテの場合、医

師によって字に特徴があって非常に読みづらいとか、あと外国語で
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書くとかそういった医師も以前おりましたけれども、それが電子化

されて日本語で読みやすい記録となることによりまして、いろいろ

な面での間違いを未然に防ぐというような効果もあるかなと考えて

おります。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）他に質疑はありませんか。

１番、岡戸章夫君。

１番議員 （ 岡 戸 章 夫 君 ）１番、岡戸です。医療機器も日々最先端の

ものができてきてますので、それに伴っていろんな設備更新してい

くということも理解できると思います。昨年もＭＲＩが更新され、

また今年も今ご紹介いただいたようなシステムが更新されていくと

のことです。この先ですけれども、また今後まだ設備的にこういっ

た設備が更新していかなければいけないとか、そういった情報がも

しありましたら、やはり医療機器どうしてもだいたいこう何億とい

うような大きな設備になると思いますので、今後もそういった形で

毎年大きな設備が更新の必要があるのか、もし分かりましたら教え

ていただきたいと思います。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）病院事務局長。

病 院 （ 高 田 志 郎 君 ）病院事務局長です。ただいまの岡戸議員の

事務局長 ご質問にお答えいたします。検査機器に関しましては、非常に多く

の検査機がございます。経費節減を努めているところでありますの

で、更新しなくてはいけないような機器というのは、実は小さなも

のまで含めますとかなりの数に上っていくのが現状です。大きなも

のといたしましては、ＣＴの撮影装置ですね。それが、すいません

今ちょっと明確な数字申し上げれませんけども、もう６、７年経っ

ておりますので、それをここまた２、３年のうちに更新しなくては

ならないという予定でおりますので、そこらへんが直近として一番

大きな機械の更新なのかなと思います。その他腹部エコーの機械で

すとか、心電図の機械、そういったものを、また更新が目白押しに

なっていますので、またそういった小さなものについては順次やっ

ていきたいと考えております。以上です。
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議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）他に質疑はありませんか。

３番、中根信一郎君。

３番議員 （ 中根信一郎 君 ）３番、中根信一郎です。森町の全体を考え

ますと、訪問看護とか家庭医療クリニック、こういった関わりで患

者さんがかなり増えてくるということが、これから考えられるかと

思いますが、そういった部分、訪問看護を含め、また家庭医療クリ

ニックのお医者さんとの連携、そういった部分を強化したといいま

すか、森町にあった形の予算として、考えているような中身がこの

中にあるかどうか、あるかないかお伺いをしたいと思います。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）病院事務局長。

病 院 （ 高 田 志 郎 君 ）病院事務局長です。ただいまの中根信一郎

事務局長 議員の質問にお答えいたします。個々の中身としてこれがというと

ころというよりも人件費の面で、今後強化していくという点で申し

上げますと、それこそ森町の医療体制を考えた時に、訪問看護ステ

ーションにつきましては、公設で森町病院が行っております。そこ

らへんのところでまず他市町と違った、非常に病院と密接で取り組

んでいるところであります。また在宅医療につきましても、病院が

在宅医療をやっているというところが非常に少ないと聞いておりま

すし、また家庭医療クリニックの医師も、今定着しつつありまして、

積極的に在宅医療に取り組んでおります。そういったことで年々在

宅での療養をする患者さんも、増加している傾向にある。それをサ

ポートしているのが訪問看護ステーションであるというようなこと

で、地域包括ケアシステムの構築というところが叫ばれております

けども、そういった中で、森町病院事業がそれを積極的に推進して、

構築のために一役買っていて、他市町に比べれば進んでいるのでは

ないかなと自負しているところであります。予算の中では、そうい

った在宅医療の推進という点で、家庭医療クリニックの医師も今年

度正規職員として２名増員しております。そういった人件費である

とか、また訪問看護ステーションも人手が足りないということで臨

時職員等を雇っておりますので、そういったところの人件費で、一
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層住民に利用しやすいような医療体制を構築していきたいと考えて

いるところであります。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）３番、中根信一郎君。

３番議員 （ 中根信一郎 君 ）３番、中根です。今後とにかく高齢者が増

えてくるということが明らかになってるといいますかはっきりわか

るわけですので、できるだけ、特に中山間地におきますと病院に通

うという手段もそんなに多くはありませんし、タクシーチケットを

いただいても、どこまでいっても１回分みたいな形で終わってしま

うというのがもう今の現状じゃないかなと思います。そういったこ

とを考えた時に、できるだけ専門医のお医者さんにかかっていくこ

とが徐々に不可能になってくるといいますか、高齢者ですと家へ来

てもらいたいと、往診という形が増えるんじゃないかと思いますの

で、今後そういったことを考えながら、いろいろな良さも考えてい

ただいて、山間地でも病院にできるだけ通いやすくなるような環境

を作っていただけたらと思います。答弁は結構です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）他に質疑はありませんか。

（ 発言する者なし ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）「質疑なし」と認めます。

以上で、議案第４号から議案第７号まで、及び議案第13号から議

案第26号までの質疑は終了しました。

お諮りします。

議案第４号から議案第７号まで、及び議案第13号から議案第26号

までの１８件については、お手元に配りました「議案付託表」のと

おり、所管の常任委員会に付託したいと思います。

ご異議ありませんか。

（ 「異議なし」と言う者多数 ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）「異議なし」と認めます。

したがって、お手元に配りました「議案付託表」のとおり、それ

ぞれ所管の常任委員会に付託します。

なお、委員会審査の経過並びに結果については、３月22日の本会
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議において報告を願います。

日程第24、議案第27号「建設工事請負契約の締結について」及び

日程第25、議案第28号「建設工事請負契約の締結について」議案２

件を一括議題といたします。

職員に議案を朗読させます。

（ 職 員 朗 読 ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）本案について提案理由の説明を求めます。

町長、太田康雄君。

町 長 （ 太 田 康 雄 君 ）ただいま一括上程されました議案第27号及

び議案第28号「建設工事請負契約の締結について」提案理由の説明

を申し上げます。契約の目的につきましては、議案第27号、議案第

28号とも平成30年度幼稚園・小中学校空調施設整備事業、幼稚園・

小中学校空調施設整備工事を実施するもので、議案第27号につきま

しては、森中学校区及び泉陽中学校区の幼稚園、小中学校計７園校

に、議案第28号につきましては、旭が丘中学校区の幼稚園、小中学

校計６園校に空調施設を整備するものであります。

２月28日に制限付き一般競争入札を行った結果、議案第27号につ

いては森町森1413番地の５を事務所所在地とする有限会社政和電気

と116,100千円で、議案第28号につきましても同じく有限会社政和

電気と128,520千円で建設工事請負契約を締結したいので、議会の

議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の

規定に基づき議会の議決をお願いするものであります。

工事の概要は11月臨時議会でも申し上げましたが、町内の幼稚園、

小中学校の普通教室と一部の特別教室、計109教室にエアコンを設

置する工事であります。工事期間は平成31年３月７日から平成31年

６月28日までを予定しております。

以上、提案理由の説明を申し上げましたが、よろしくご審議のほ

どお願いいたします。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）これから質疑を行います。質疑

はありませんか。
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９番、鈴木托治君。

９番議員 （ 鈴 木 托 治 君 ）９番、鈴木です。この２件の入札結果につ

いて、感想並びに質問をさせていただきます。それこそ近年の異常

なまでの気象の変動は、まさに人類にとって危険極まりないもので

あります。特にこの昨年、一昨年の猛暑は、まさに子供たちが最適

な環境の中で授業ができるようなものではないと、そういうことで

私はもういち早く、この空調設備の設置というものを提案してきま

した。そこで学校側も役所も動いてくれまして、一応こういうこと

になったのでありますが、まさに遅きに失したとはこのことではな

いかなと、このように思っているわけであります。そこでちょっと

まず教えていただきたいのは、政和電気さんは分かりますけど、そ

れ以降の川北電気さんまでの所在地をちょっと教えていただけます

か。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）学校教育課長。

学校教育 （ 西谷ひろみ 君 ）学校教育課長です。ただいまの鈴木托治議

課 長 員のご質問にお答えいたします。川北電気につきましては掛川市で

す。順番がここにある資料と違いますのでお許しください。光生電

気設備は磐田市。田嶋電気工業所が菊川市。そして土井電気工事株

式会社につきましても菊川市。それから、三和電設につきましては

掛川市。そして、榛原電業につきましては御前崎市。そして浜電工

業につきましては掛川市。そして川北電気につきましては掛川市、

以上となっております。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）９番、鈴木托治君。

９番議員 （ 鈴 木 托 治 君 ）ありがとうございました。それこそ最初の

計画というか予定ではこの契約は３本に分けて締結するということ

だったんですけど、最終的には２本で入札は行われ、しかも決まっ

たのは地元の１軒ということで、非常に何か違和感を感じないわけ

ではありません。私はこの問題に関しては、それこそ学校の教育と

いうことで、反対はしないつもりで、賛成にまわりますけど、この

入札率は共に96パーセントというような非常に高い方の入札であり
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ました。参考に言わしていただければ、牛飼のコミュニティセンタ

ーの入札は不調に終わって、その次に行われたのは99.9パーセント

というような入札率でありました。こんなことが果たしていいのか

なということで、私は本当に皆さまは、また我々議員が町民のため

に一生懸命仕事しているんだということが全然わからなくて、もう

それこそ皆さんのあるいは議会もそうですけど、何もそういうもの

に疑問を抱かんで、行政の成るがままに皆さんに接している、こう

いう状況はまさに議会の死です。完全にもう猛暑になってあっても

なくてもいいようなそのようなことになっていることに対して私は

本当に残念に思います。町民の皆さんも本当に、これを知ったらま

さに怒るでしょう。そういうことで、私は是非ともこういうものを

何とかどうにか変えていくと、私は談合しているということを言い

ません。そういうきらいがあっても、そこは証明できるものがない

ものですからあれですけど、とにかくそういうことでしっかりして

いっていただきたいなと思ったのですけど、実は、お聞きしますけ

ど今、田嶋電気さんから川北電気さん、菊川、掛川、御前崎、そこ

の小中学校ですね、幼稚園を含めた、そういうところで空調化して

いるのは、全校それぞれの町のどれぐらいが空調設備が入っている

のでしょうか。お教えください。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）学校教育課長。

学校教育 （ 西谷ひろみ 君 ）学校教育課長です。ただいまのご質問は、

課 長 それぞれ所在するところの市にある学校にどのくらいエアコンが整

備されているかということでよろしいでしょうか。そういった具体

的なものについてはここでは持ち合わせてはおりませんけれども、

やはりいずれこの近辺の学校につきましては、エアコンの整備率と

いうのは大変低くなっておりますので、今回のこの機会に、一斉に

皆さん普通教室から入れるというのは聞いてはおります。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）９番、鈴木托治君。

９番議員 （ 鈴 木 托 治 君 ）森町以外にもそれぞれの地区で、当然こう

いうような契約がなされると思いますけど、私は本当に注意してみ
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たいのは、菊川市にいった場合は、おそらく菊川とかの業者が取る。

御前崎いけは御前崎の業者が取る。掛川なら掛川の業者が取る。お

そらく私はそれこそそれから今やってる最中か、あるいはこれから

やるか知りませんけど、そのことをしっかり見て、また金額的にも

こういうような順になっておるのかどうか、しっかり見たいと思い

ます。特に皆さまは、積算書があるから、もうほとんど金額は一緒

だよとこう何回も言われました。そうかなと思いました。だけど積

算表があるんですこれ。一番上と安いとこでは2300万の差があるん

ですよ。それでなぜ同じような積算表でなんでこんな数字が違うん

ですか。まさにこれこそが話し合いというかそういうものになって

る証拠じゃないんですか。だから私はこれから、そちらの地区の、

どこをどう落としたか。おそらくこういう金額出るんならこういう

金額をほとんどどこもいくでしょう。金額違ったって、こう低くた

って、政和さんが一番安いでしょう、次の時もこうなるでしょう。

そういうものが合ってるかどうか、もしなかった場合の責任という

か、はどう考えますか。町長お答えください。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）副町長。

副 町 長 （ 村 松 弘 君 ）副町長です。最初に近隣の工事の発注につ

いてお答えします。すでに袋井市、掛川市については工事を発注し

ておりまして、参加の業者の資格、袋井市については、袋井市市内

に主たる営業所、本社、本店を有している業者が参加できるという

ことでございますので、袋井市の業者しか参加できません。掛川に

つきましても、掛川市内に本店を有するものということで、業者は

掛川市内に限定をしております。同じく菊川市ですが、これは入札

をまだしてない時の情報でございますけども、菊川市については、

菊川市、掛川市に本店または支店を有するということで、なおかつ

評点値800点以上。菊川については650点以上というような条件をつ

けて、工事を入札にかけるということでございます。

森町については、袋井の土木事務所管内に本店を有する、評点80

0点以上の電気工事の業者ということで、広く公募させていただい
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ております。その結果として、先ほど学校教育課長が答弁しました

住所の業者が参加を申し込んできたということでございます。

それから落札の件でございますけども、これは再三前からも答弁

させていただいておりますけども、予定価格に対する業者の入札、

入れた札の額との差額の率でございまして、我々の方の予定価格は

設計金額ということで、今回は一般競争入札ということでございま

すので、事前公表はしておりません。それから、ちなみに平成30年

の入札、今現在まで、これから多分入札案件はないと思いますけど

も、全部の業種、工事と委託と備品と全部合わせて94件入札してお

りますが、その平均は96.01パーセントでございます。工事請負に

限って言いますと、落札率は97.30、委託とか備品というものもあ

りますが、委託については人件費とかいろいろそういったところの

要素が大きいものですから、落札率は87.1です。備品については、

15件ありまして97.78ということでございます。これは参考までに

お知らせをいたします。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）町長。

町 長 （ 太 田 康 雄 君 ）契約についてというよりも、入札・落札結

果についての、托治議員からのご質問でございますが、我々といた

しましては、事業を実施する際、まず予算を立てます。それを議会

に諮って認めをいただいた上で、その予算の範囲内で予定価格を設

定し、入札を行います。そして当然のことながら、予定価格の範囲

内で札を入れた業者が落札ということになります。ですので、予定

価格に対して100パーセントの入札の額であっても、それは入札と

して成立をいたします。ということで落札率が高いから、その入札

に対して、そのものに対して違和感があるという感想を持たれまし

ても、その点については、適正に公正に入札を行っておりますので、

落札率が高いから良いとか悪いとかということではないと思ってお

りますのでよろしくお願いします。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）他に質疑はありませんか。

３番、中根信一郎君。
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３番議員 （ 中根信一郎 君 ）３番、中根信一郎です。ただいまのエアコ

ンの件ですが、昨年の11月の補正予算ということで、その時に全体

で260,000千円という予算で、泉陽、森地区の、地域の予算が126,0

00千円で、旭が丘中学校区が134,000千円という、その合計で260,0

00千円という工事費の資料をいただいたかと思いますが、その時の

設計管理料、委託料、これが9,100千円。そういった中の設計管理

委託料の9,100千円の、どういった業者の方が入ってるかというこ

とと、それとこの森、泉陽地域の予定価格ですね。112,000千円の

算出方法といいますか、少し旭が丘の予定価格と比べますと、パー

センテージがちょっと違うかなと思いまして、中身が違うことによ

って当然、設計価格も変わったりということで、こういう金額のズ

レがあるのかなと思いますが、その辺何か理由があるかどうか教え

ていただければありがたいです。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）学校教育課長。

学校教育 （ 西谷ひろみ 君 ）学校教育課長です。中根信一郎議員の質問

課 長 にお答えします。まず前回11月に補正を出させていただいた時には、

まだ正式な設計は組んでおりませんでした。見積もりという形で金

額の方を弾かせていただいております。その金額を基に学校区で分

けまして、補正予算を組ませていただいたということになりますが、

その際に中学校区でまとめた中で、算出をした金額で森、泉陽を合

わせた金額というのは、今回の入札の金額と合わないという話だと

思いますけれども、今回9,100千円の設計管理委託業務につきまし

ては、入札を行った結果、浜松市にあります竹下設計事務所が落札

をいたしました。予定価格にいたしまして、落札した金額は510万

円という金額でありました。税込で申しますと550万8000円となっ

ております。竹下設計に決まった後、詳細な設計をお願いをしたわ

けですけど、先ほど鈴木議員の話の中にも、当初３か所に工事の区

域を分けてということでお示しをしていたわけですけれども、詳細

を打ち合わせをする中で、やはり設計する上でも全体像が必要だと

いうことで、成果品ができるのが同時期になるということがありま



- 89 -

したので、そういったことを受けまして、工期が比較的長く必要な

学校と、短期間に終わる学校等々ありますけれども、その組み合わ

せ等考えまして、効率的な工事施工が可能となる現場を確認し、今

回森中学校区と泉陽中学校区を一つの校区にしまして、旭が丘中学

校区を一つということで、町全体を二つに分けて工事を発注させて

いただきました。そういうことで、当初11月に提示しました、その

振り分けた金額と詳細設計を組んだ中で、それぞれの学校、幼稚園

の金額が出た中で、それを足したもの、その合計で予算、当時示し

た金額と異なっておりますのでご了承いただきたいと思います。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）３番、中根信一郎君。

３番議員 （ 中根信一郎 君 ）ありがとうございました。ちょっと余分な

心配かもしれませんが、本年度６月までに間違いなくこれができる

のかどうか、その辺は確約といいますか、そういうことがあるのか

どうか、どの学校も下手したら一斉にエアコンの設置ということに

なるかと思いますので、その辺の確認というのはあるかどうかです

ね、教えてください。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）学校教育課長。

学校教育 （ 西谷ひろみ 君 ）学校教育課長です。今回詳細設計にも時間

課 長 がかかりましたし、当初の予定よりも工事、今回この契約期間も少

し後ろが短いということで、ご心配をいただいてるわけですけれど

も、６月の暑くなる前に全ての設置を完了させたいというのはあり

ますけれども、まずは学校を一つづつ完了させるのではなく、普通

教室をまず全て完了させて、全ての園児・児童・生徒が等しく快適

に過ごせるような形をまず整えて、それから特別教室の方を順次や

っていくということで、今業者の方にお願いしていこうと考えてい

ます。

設置につきましても授業をやっておりますので、そこは土曜日を

優先的に使っていただけるということも聞いておりますし、また外

の配管工事がありますので、そういったものを平日授業中にやって

いただいて、教室の中については、空き教室がありますので、そこ
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を有効に使って、設置する部屋の授業はその空き教室に移動してい

ただきながら、平日も上手に使いながら工事を進めてまいりたいと、

そのように考えております。ですので、一応今の段階では工期６月

28日に間に合うようにということで考えております。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）他に質疑はありませんか。

10番、西田彰君。

10番議員 （ 西 田 彰 君 ）まず確認ですけども、森、泉陽中学校区の

教室は、何か所、何教室あるんですか。それから旭が丘中学校区は

何室でしょうか。それからこの入札結果を見てみますと、安い業者

で田嶋電気さんが、政和電気さんよりも２千万高い。もっと高い所

は４千万の違いがあります。二つ合わせてですけども。ちょっと心

配するのは、これだけ金額が違うと、そのエアコンの機器の材質と

いうか、全国一斉にこういうエアコン設置をしようとしている中で、

本当にちゃんとした機器が入るのかどうか。２千万、４千万違うと

いうと、どこか抜いているところがあるのかなというようなちょっ

と変な勘ぐりをしてしまうわけですけども。それと政和さんがこの

全部を受けて６月までにやれるのかどうか。かなり下請け出すとこ

ろもあるのではないかなと思うですが、その辺はどうでしょうか。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）学校教育課長。

学校教育 （ 西谷ひろみ 君 ）学校教育課長です。ただいまの西田議員の

課 長 ご質問ですが、教室数につきましては、まず森中学校区と泉陽中学

校区を合わせた教室数は、普通教室が40、特別教室が13となります。

また旭が丘中学校区につきましては、普通教室が43、特別教室が13

教室となっております。

金額の差があるというところでありますけれども、地元の業者で

ある政和電気さんにつきましては、以前全ての学校に扇風機を設置

しておりますが、その際にも、入札の際、落札をして全ての学校に

扇風機を設置したという経験があります。ですので、自分のところ

で今までのそういった経験値の中で、ある程度他の初めて携わる業

者さんとは違った意味で、効率よく仕事ができるものと思っており
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ます。

またこういった電気工事につきましては、第一種電気工事士の資

格を有する技術者ですとか、主任技術者等々の専門的な知識を持っ

た方が現場に入る必要がありますが、そういった技術者もたくさん

いらっしゃるということも確認をしておりますので、安心して任せ

ることができると思っております。以上です。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）他に質疑はありませんか。

７番、 筋惠治君。

７番議員 （ 筋 惠 治 君 ）一点お伺いします。学校側から、このエア

コンのメーカーというのは、学校側から指定をしたような、例えば

ダイキンであるとか、他のメーカーであるとか、そういうことはし

ているでしょうか。業者の方から提示があってやるということでし

ょうか。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）学校教育課長。

学校教育 （ 西谷ひろみ 君 ）学校教育課長です。 筋議員のご質問にお

課 長 答えします。メーカーにつきましては、特に学校からここがいいと

いうようなお話は伺ってはおりませんので、こちらで相当なものに

ついて設計業者にお願いをしまして、それを基に設計をしていただ

いております。入札の際には、その機種と馬力ですね、５馬力から

10馬力ぐらいの教室の大きさに応じて出力がありますけれども、そ

れを指示した中で設計を組んでいただいて、それを基に、その設計

図を基に業者が入札に臨んでいますので、学校からの要望というこ

とではありません。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）他に質疑はありませんか。

１番、岡戸章夫君。

１番議員 （ 岡 戸 章 夫 君 ）１番、岡戸です。実際に工事に入られてか

らのことですけれども、平日は特に何時から何時までという工事の

時間帯は、こちらの方から指示されているのでしょうか。休日であ

れば、生徒さんもいないということだと思いますけれども、特に日

中は皆さん生徒さんは授業を各教室等で行われると思いますけれど
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も、徐々には放課後とか自由な時間に、子どもたちが自由に行き来、

遊びまわってたり動いている、そういった工事のやってる中で、何

らかの危険性が伴うことも考えられますので、そこら辺の時間帯の

指定というのは何か配慮されているでしょうか。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）学校教育課長。

学校教育 （ 西谷ひろみ 君 ）学校教育課長です。ただいまの岡戸議員の

課 長 ご質問にお答えをいたします。先ほども申し上げましたが、工事に

つきましては、土曜日あるいは春休み等を使ってお願いをしていく

わけですけれども、それだけではやはり工期には間に合いませんの

で、平日も使った中でお願いをしていくようになります。教室にエ

アコンを取り付けるにあたっては、やはり天井や壁の配管、配線、

器具の取り付け等もありますので、どうしても教室内での工事が必

要になりますが、それについては放課後ですとか、先ほど申し上げ

た、空き教室に移動してもらってその間にその教室を一つづつ完了

していくということも考えております。いずれにしましても、この

後、お認めをいただいたら業者と詳細について打ち合わせをしてま

いりますし、またそれには学校の様子、意見も聞きながら子どもた

ちが安全で授業に臨めるような形で進めてまいりたいと思っており

ます。

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）他に質疑はありませんか。

（ 発言する者なし ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）「質疑なし」と認めます。

日程第24、議案第27号「建設工事請負契約の締結について」これ

から討論を行います。討論はありませんか。

（ 発言する者なし ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）「討論なし」と認めます。

これから議案第27号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（ 起 立 全 員 ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）起立全員です。
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したがって、議案第27号「建設工事請負契約の締結について」は、

原案のとおり可決されました。

日程第25、議案第28号「建設工事請負契約の締結について」これ

から討論を行います。

討論はありませんか。

（ 発言する者なし ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）「討論なし」と認めます。

これから議案第28号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（ 起 立 全 員 ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）起立全員です。

したがって、議案第28号「建設工事請負契約の締結について」は、

原案のとおり可決されました。

日程第26、請願第１号「森町北部地域の学校再編の見直しを求め

る請願」を議題といたします。

本請願は、本日これを受理しました。

職員に標題と紹介議員名、請願者名を朗読させます。

（ 職 員 朗 読 ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）本請願については、お手元の「請願文書表」

のとおり、第一常任委員会に付託します。

なお、委員会審査の経過並びに結果については、３月22日の本会

議において報告を願います。

日程第27、請願第２号「森町立三倉小学校の統廃合に関する請願」

を議題とします。

本請願は、本日これを受理しました。

職員に標題と紹介議員名、請願者名を朗読させます。

（ 職 員 朗 読 ）

議 長 （ 山 本 俊 康 君 ）本請願については、お手元の「請願文書表」

のとおり、第一常任委員会に付託します。

なお、委員会審査の経過並びに結果については、３月22日の本会
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議において報告を願います。

以上で、本日の日程は全部終了しました。

次回の議事日程の予定を報告します。

３月22日午前９時30分、本会議を開き、付託議案に対する委員長

報告、各議案に対する討論・採決、及び一般質問を行います。

本日は、これで散会します。

（ 午後３時５９分 散会 ）


